
一
九
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
と
教
権
主
義

一
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
を
中
心
に
一

上

垣

豊M

一九憔紀後半のフランス社会と教権主義（上垣）

【
要
約
】
　
教
権
主
義
一
反
教
権
主
義
の
対
立
・
抗
争
は
一
九
世
紀
後
半
フ
ラ
ン
ス
の
内
政
の
主
要
な
争
点
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
一
九
世
紀
後
半

に
お
こ
る
工
業
化
に
伴
う
社
会
変
化
と
の
関
連
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
で
も
、
最
近
反
教
権
主
義
が
近
代
化
、
中
央
集
権
化
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
教
権
主
義
の
方
は
、
政
治
史
的
考
察
を
除
け
ば
未
開
拓
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
本
稿
で
、
教
権
主

義
、
と
く
に
そ
の
主
流
派
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
「
反
近
代
」
的
性
格
が
問
題
と
な
る
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
焦
点
を
あ
て
て
、
近
代
社
会
、
工
業
化

と
の
対
応
、
民
衆
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
反
近
代
、
親
ア
ソ
シ
ァ
ソ
・
レ
ジ
ー
ム
と
い
う
よ
り

も
む
し
ろ
民
衆
的
性
格
を
備
え
た
反
工
業
化
、
反
革
命
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
動
き
は
単
な
る
反
動
で
は
な
く
、
工
業
化
社

会
、
大
衆
社
会
へ
の
能
動
的
対
応
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
頚
巻
二
号
　
一
九
八
三
年
蕊
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
八
七
一
年
一
月
、
　
マ
イ
エ
ン
ヌ
県
ポ
ン
メ
ン
℃
o
導
巳
巴
ロ
に
住
む
一
人
の
子
供
の
前
に
聖
母
マ
リ
ア
が
現
わ
れ
る
。
前
年
の
＝
一
月
に

は
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
婦
人
達
が
マ
リ
ア
像
に
涙
が
浮
ん
で
い
る
の
を
見
た
と
い
う
知
ら
せ
を
ナ
ン
シ
ー
属
き
。
唄
の
司
教
は
受
け
取
っ
て
い

①る
。
こ
の
よ
う
な
奇
跡
が
各
地
で
お
こ
り
、
奇
跡
は
巡
礼
を
呼
ん
で
、
ラ
・
サ
レ
ッ
ト
い
餌
ω
ρ
一
ざ
富
や
ル
ル
ド
い
。
霞
α
Φ
ω
等
の
聖
地
に
向

岐
大
巡
礼
票
懇
さ
れ
・
・
ル
ル
・
へ
緩
道
の
標
特
別
料
金
で
薙
何
＋
万
人
も
の
巡
礼
黍
訪
れ
亙
恥
一
八
七
三
年
差
二
㈹

九
巳
に
は
約
五
〇
名
の
国
民
議
会
〉
ω
器
B
芝
σ
o
賭
9
註
8
巴
①
議
員
が
同
僚
議
員
一
五
〇
名
の
奉
献
す
る
旗
を
も
っ
て
聖
心
の
ゆ
。
審
－
0
8
霞
信
　
5
3



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

仰
ゆ
か
り
の
地
パ
レ
ー
ル
“
モ
ニ
ア
ル
℃
ρ
毒
気
壼
－
寓
○
巳
鉱
へ
向
け
て
巡
礼
を
し
た
。
当
時
の
有
力
な
高
僧
、
オ
ル
レ
ア
ン
○
識
欝
霧
司
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

デ
ェ
パ
ン
ル
ー
U
口
も
9
巴
8
喝
（
一
八
〇
二
一
七
八
）
の
表
現
を
借
り
れ
ば
当
時
、
　
「
至
る
所
、
奇
跡
と
予
言
ぽ
か
り
で
あ
」
つ
た
。

　
こ
れ
は
普
仏
戦
争
に
敗
れ
、
パ
リ
・
コ
、
ミ
ュ
ー
ン
が
起
っ
た
第
三
共
和
制
初
頭
の
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
状
況
で
あ
る
。
パ
リ
・
コ
、
ミ
ュ
ー
ン
の

新
し
さ
、
現
代
性
に
比
べ
る
と
、
対
照
的
に
古
色
蒼
然
と
し
て
お
り
、
時
代
遅
れ
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
見
古
い
と
思

わ
れ
る
こ
の
部
分
が
一
九
世
紀
後
半
か
ら
約
半
世
紀
に
わ
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
政
治
社
会
史
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
一
九
世
紀
後
半
、
と
く
に
第
三
共
和
制
成
立
期
か
ら
」
九
〇
五
年
の
政
教
分
離
令
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
内
政
の
主
要
な
争
点
の
一
つ
に
教
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

主
義
一
反
教
権
主
義
。
一
叢
ざ
巴
冨
B
Φ
画
革
戯
巳
飴
一
。
巴
δ
犀
Φ
の
抗
争
が
あ
っ
た
。
　
日
本
で
は
石
原
司
疵
の
論
稿
を
除
き
最
近
ま
で
ほ
と
ん
ど
研

究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
闘
争
は
政
治
の
レ
ベ
ル
で
は
共
和
派
対
曲
共
和
派
（
第
三
共
和
制
初
頭
で
は
即
ち
王
党
派
）
の
対
抗
と
い
う
形
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
っ
て
現
わ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
政
治
の
左
右
の
分
界
線
は
社
会
問
題
で
は
な
く
、
反
教
権
主
義
に
あ
る
と
も
評
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
期
の
フ
ラ
ン

ス
史
研
究
に
と
っ
て
は
避
け
て
通
れ
ぬ
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
闘
争
は
、
闘
争
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
共
和
派
が
、
一
八
七
〇
年
代
、
一
七
八
九
年
革
命
と
民
主
主
義
を
擁
護
し
、
教
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

主
義
派
9
曾
ざ
三
舞
を
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
を
復
活
さ
せ
る
勢
力
と
非
難
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
同
時
代
の
遺
物
克
服
の
闘
争
で
あ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

う
な
印
象
を
与
え
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
前
時
代
の
遺
物
の
克
服
と
い
う
側
面
は
重
要
で
あ
り
、
否
定
し
難
い
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
共
和
派

支
配
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
、
階
級
的
性
格
が
見
失
な
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
し
、
ま
た
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
方
史
的
、
社
会
史
的
研
究

が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
な
当
時
の
深
い
社
会
的
対
立
を
説
明
で
き
な
い
。
G
・
シ
ョ
ル
ヴ
ィ
○
げ
。
オ
矯
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
こ
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
推
進
す
る
工
業
文
明
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
る
新
し
い
文
化
と
の
適
応
の
問
題
で
も
あ
る
。
産
業
革
命
が
完
了
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

く
第
二
帝
制
期
に
こ
の
闘
争
が
激
化
し
始
め
る
と
い
う
歴
史
的
事
情
を
踏
ま
え
な
い
限
り
、
闘
争
の
全
体
的
性
格
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
最
近
、
日
本
で
桜
井
哲
夫
氏
ら
に
よ
っ
て
、
反
教
権
主
義
が
、
個
人
間
の
競
争
を
煽
る
能
力
主
義
に
立
脚
し
、
地
方
的
、
伝
統
的
な
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

否
定
す
る
近
代
化
、
中
央
集
権
化
推
進
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
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一九世紀後半のフランス娩会と教権主義（上垣）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
こ
れ
に
対
し
教
権
主
義
の
研
究
は
日
本
で
は
西
川
知
一
氏
の
政
治
史
的
考
察
を
除
け
ば
未
開
拓
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
闘
争
の
第
一
の

ピ
ー
ク
に
あ
た
る
第
二
帝
制
か
ら
第
三
共
和
制
初
頭
に
か
け
て
の
教
権
主
義
派
、
と
く
に
カ
ト
リ
ッ
ク
内
の
主
流
派
で
あ
り
、
同
時
に
カ
ト
リ

シ
ズ
ム
の
新
た
な
様
相
一
巡
礼
の
推
進
に
見
ら
れ
る
　
　
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
巳
跨
騨
ヨ
。
暮
二
種
、
す
な
わ
ち
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
。
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

夢
。
謬
ρ
器
。
。
営
霞
僧
導
燈
Φ
ρ
昌
班
を
中
心
に
、
そ
の
近
代
社
会
と
工
業
へ
の
対
応
、
お
よ
び
民
衆
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
　
智
。
臼
＄
Ω
巴
凶
一
一
ρ
密
℃
ミ
榊
鼠
馬
ミ
、
．
§
、
蝋
§
唐
ミ
封
§
偽
§
恥
日
誌
蕊
塁

　
§
“
ミ
ぴ
ミ
§
ミ
N
霞
。
肉
奪
さ
、
ミ
蚕
勺
母
凶
。
。
し
8
メ
ρ
H
b
℃
．
謡
㊤
．

②
〉
ユ
ニ
①
コ
U
き
ω
⑦
窪
ρ
ミ
軌
§
鳶
ミ
蒔
馬
恥
嚇
§
§
ミ
、
§
嚇
§
蔦
§
鷺
℃
愚
ミ
ミ
謹
層

　
悔
鍵
一
ω
℃
円
ま
ど
一
霧
伊
思
．
ω
幽
一
一
ω
命

③
ピ
①
涛
．
解
り
Φ
8
崖
。
心
際
．
譜
N
嘗
旨
§
ミ
↓
δ
§
晋
嚇
鴨
鵠
§
画
ミ
喧
§
蛭

　
一
…
卜
跨
b
ミ
ミ
聯
鳶
防
ミ
N
譲
3
§
℃
o
ミ
嵐
偽
ミ
譜
、
驚
桑
N
鷺
O
よ
素
躍
勺
錠
凶
皿

　
ぎ
薯
。
＝
。
a
．
一
り
し
。
押
℃
b
。
ミ
’

④
一
八
七
四
年
三
月
二
日
の
司
教
教
書
。
h
は
℃
貧
Ω
践
≡
ρ
。
》
ミ
・
、
壁
押
℃
．

　
さ
。
ω
9

⑤
　
石
原
司
、
　
「
急
進
派
と
そ
の
政
治
動
向
－
反
教
権
主
義
と
非
望
教
化
翻
世
俗

　
化
政
策
を
中
心
と
し
て
一
」
、
山
本
桂
一
編
『
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
制
の
研
究

　
一
そ
の
法
律
・
政
治
・
歴
史
一
』
有
信
堂
、
一
九
六
八
年
、
所
収
。
他
に
中

　
木
康
夫
、
　
『
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
』
上
巻
、
山
木
来
社
、
　
｝
九
七
五
年
、
二
　
二
五
一
四

　
六
、
二
五
五
一
八
頁
を
参
照
の
こ
と
。

⑥
一
①
嘗
も
h
①
塁
¢
〉
臥
ヨ
四
霧
鎧
。
『
后
毒
ぎ
。
。
ぎ
ト
自
㌧
鳶
馬
沁
愚
嚇
ミ
鳶
ミ
（
嵩
ざ

　
1
遣
ミ
）
、
想
仕
出
ω
㌧
H
り
刈
ρ
や
一
ざ
梱

⑦
O
節
目
9
揖
巴
里
ざ
ト
窺
ミ
起
高
山
矯
§
§
鳶
臨
け
曽
卜
＆
肉
§
幅
ヘ
ミ
§
ミ
腎
的

　
純
§
ひ
ち
ω
8
H
雪
卜
。
㌧
℃
や
ω
の
山
ご
冨
8
器
の
O
o
轟
三
ρ
O
。
§
慧
§
こ
斜
、
義
9
§

　
鴨
無
§
㊤
§
§
　
・
尋
§
ミ
§
§
ミ
　
N
塁
韓
魯
㌧
帖
§
恥
無
ミ
誉
、
題
ミ
憾
ミ
、
帖
ミ
霧
昏

　
N
”
昏
§
蟹
草
恥
毫
款
§
斜
、
馬
鍵
N
㌣
嵩
嫡
し
り
綬
㌧
℃
℃
」
①
ヂ
嵩
㊤
．

⑧
こ
の
よ
う
な
見
地
は
ル
ネ
・
レ
モ
ン
や
、
ア
ゼ
マ
、
ヴ
ィ
ノ
ッ
ク
の
よ
う
な
現

代
の
史
家
に
も
う
け
つ
が
れ
て
い
る
。
O
h
．
謁
。
嬉
野
日
9
鼻
寒
寧
黛
燥
馬
§

　
、
ミ
噛
§
§
嵩
こ
斜
目
掛
需
奪
楠
榔
ミ
Q
§
”
勺
錠
一
。
。
し
り
9
瑠
鋤
●
δ
α
。
。
も
レ
ω
ご

　
〉
鼠
鉛
ヨ
　
簿
≦
貯
o
o
ぎ
§
．
ミ
●
”
℃
」
鑑
．

⑨
Q
母
四
a
O
7
0
ぞ
ざ
ミ
N
茜
s
胆
ミ
旨
9
駄
ミ
§
“
迷
蓉
恥
鵠
§
”
鳶
b
皆
亀
捲
載
偽

　
§
ミ
管
ミ
§
じ
竃
P
同
国
ω
」
や
メ
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
、
あ
る
い
は
教

　
権
主
義
を
扱
っ
た
地
方
史
的
研
究
と
し
て
は
こ
の
シ
ョ
ル
ヴ
ィ
の
著
書
の
他
に
、

　
蜜
覧
局
磐
蔓
℃
9
駄
§
ミ
慾
｝
罵
ミ
§
§
ミ
ミ
ミ
琶
｝
罵
蹴
§
恥
智
冨
§
N
。
。
へ
㍗

　
遣
0
9
　
日
。
巳
。
器
ρ
　
一
㊤
◎
。
O
…
＜
＜
舘
－
嫌
煙
甑
①
国
獄
a
お
、
9
’
・
馬
O
壽
ミ
獄
§
蔵
§
ら

　
ミ
壇
馬
無
騨
鳶
㌧
ミ
ミ
軸
慢
ミ
讐
鴨
義
恥
§
吻
噂
愚
ミ
ミ
画
§
恥
靴
農
ミ
。
鳥
給
糺
、
拙
晩
ミ
防

　
（
熱
戦
O
！
遣
ミ
）
い
勺
；
覧
一
〇
霧
一
〇
鵠
α
Φ
一
、
⇔
三
く
。
筋
｛
ま
氏
。
ピ
出
一
①
℃
b
o
け
．
℃
一
り
謡
等
が

　
あ
る
。

⑩
　
。
前
納
。
巴
と
い
う
書
証
が
非
難
の
意
味
を
も
っ
た
形
容
調
と
し
て
使
わ
れ
る
の

　
は
一
八
四
八
年
か
ら
、
同
じ
く
名
詞
（
教
権
主
義
者
）
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は

　
一
八
六
〇
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
0
8
轟
。
ω
埼
Φ
琶
、
卜
．
ミ
魯
N
ミ
喝
謹
§
噴
曇
Q
§

　
§
も
嚢
q
し
。
鳶
ミ
や
勺
鶏
一
ω
℃
一
8
り
㌧
や
旨
ρ

⑪
　
桜
井
哲
夫
、
「
民
主
主
義
と
公
教
育
ー
フ
ラ
ソ
ス
第
三
共
和
制
に
お
け
る
『
業

　
績
と
平
等
』
－
」
、
『
思
想
』
、
六
一
八
号
、
一
九
七
五
年
一
二
月
。
四
聖
、
「
ブ

　
ル
ト
ソ
語
の
抑
圧
と
隻
語
i
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
鯛
期
の
公
教
育
体
制
と
少
敬

　
派
言
語
運
動
1
」
、
　
『
思
想
』
、
六
九
七
号
、
一
九
八
一
　
年
八
月
。
反
教
権
主
義

　
派
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
育
を
無
知
で
無
為
な
人
間
を
作
り
、
社
会
発
展
の
障
害
に
な

　
っ
て
い
る
と
考
え
、
他
方
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
豊
か
さ
、
勤
勉
さ
を
称
え
て
い
る
。

55 （205）



　
ま
た
南
仏
タ
ル
ソ
県
で
は
反
教
権
主
義
派
は
自
ら
を
「
生
産
第
一
主
義
者
」
箕
守

　
費
○
江
ξ
・
。
8
ω
と
名
乗
っ
た
と
言
う
。
ヵ
①
三
舞
旨
9
μ
雨
」
ミ
ミ
ミ
ミ
婁
～
馬

　
§
き
§
§
§
嵩
妖
勘
ま
防
翫
§
蚤
勺
p
監
ρ
お
蕊
㌧
℃
や
一
Q
。
P
這
。
。
…
雑
肥
蔓
層

　
。
》
ミ
‘
や
霧
。
・
同
時
に
反
教
権
主
義
派
は
急
進
共
和
派
鎚
α
一
8
雲
も
含
め
、

　
工
業
化
の
も
た
ら
す
諸
問
題
に
対
し
て
は
概
し
て
鈍
感
で
あ
っ
た
。
一
八
七
二
年

　
四
月
一
八
日
、
　
ル
・
ア
ー
ブ
ル
い
①
鎖
画
く
H
o
で
急
進
共
和
派
の
指
導
者
ガ
ン
ベ

　
ッ
タ
Ω
騨
ヨ
σ
o
雰
ρ
が
　
「
社
会
問
題
は
な
い
」
　
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
勺
h
o
轟
。

　
じ
q
碧
尻
巴
「
卜
題
ぎ
ミ
ミ
§
誘
糺
馬
溜
村
♂
量
ぎ
恥
沁
奪
さ
凝
喝
§
」
の
O
◎
。
、
℃
℃
●
b
。
2

　
凸
③
ω
■
ガ
ソ
ベ
ッ
タ
の
急
進
主
義
の
限
界
に
つ
い
て
は
、
醤
安
朗
、
　
「
フ
ラ
ン
ス

　
第
三
共
和
政
の
形
成
と
政
治
支
配
の
論
理
」
、
　
『
歴
史
学
研
究
』
、
三
五
〇
号
、
｝

　
九
穴
九
年
七
月
、
を
見
よ
。

⑫
　
画
期
的
と
い
う
べ
き
西
川
氏
の
研
究
は
し
か
し
、
工
業
化
と
の
関
連
は
十
分
に

　
解
明
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
U
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
評

　
価
が
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
に
比
し
て
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
の
意
図
は
｝
つ

　
に
は
こ
の
非
妥
協
酌
カ
ト
リ
ッ
ク
の
再
評
価
に
あ
る
。
西
川
知
一
、
　
『
近
代
政
治

　
史
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
』
有
斐
閣
、
一
九
七
七
年
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
　
九
世
紀

　
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
と
し
て
は
次
の
邦
訳
が
参
考
に
な
っ
た
。
K
．
V
．
ア
ー

　
レ
テ
ィ
ン
、
沢
田
昭
炎
訳
『
教
皇
と
近
代
世
界
』
平
凡
社
、
　
一
九
七
三
年
、
囚
・

　
＜
。
≧
。
賦
♪
℃
愚
巡
§
＝
ら
一
ミ
ミ
。
§
§
恥
∀
憂
さ
ソ
漆
μ
。
冨
p
δ
ざ
（
邦
訳
は
英

　
語
版
に
よ
る
）
。
R
・
オ
ー
ベ
ー
ル
他
著
、
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
第
四
『
キ

　
リ
ス
ト
教
史
第
九
巻
自
由
虫
義
と
キ
リ
ス
ト
教
』
講
談
社
、
一
九
八
二
年
、

　
即
》
魯
①
罫
ン
8
U
■
寄
δ
’
＜
一
①
・
。
㌧
い
．
旨
閑
。
σ
q
δ
ス
㎝
。
島
一
ρ
島
『
．
α
。
Y
冬
§
ミ
馬

　
ミ
肋
ミ
鳶
魯
N
．
譜
桂
馬
㌧
け
伊
譜
馬
嘗
織
§
毬
鳶
§
§
§
§
鼠
ミ
憎
四
馬
（
髭
鳶
斜

　
§
恥
皆
§
蕊
）
層
勺
即
日
ω
し
曾
q
’

⑬
塞
稿
で
は
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
、
あ
る
い
い
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
用

　
語
の
方
を
主
に
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
抗
す
る
勢
力

　
と
し
て
は
次
章
で
取
り
上
げ
る
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ウ
ル
ト
ラ

　
モ
ソ
タ
ソ
で
は
な
い
が
、
し
か
し
国
家
教
会
主
義
薩
ガ
リ
軽
質
ズ
ム
σ
Q
巴
罵
＄
鼠
、

　
ω
旨
。
に
立
つ
も
の
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
国
際
関
係
を
対
象
と
し
て
い
な
い

　
本
稿
で
は
、
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
に
紺
干
す
る
勢
力
を
教
皇
至
上
権
主
義
者
匡
ウ
ル

　
ト
ラ
モ
ソ
タ
ソ
と
呼
ぶ
よ
り
、
本
稿
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
自
由
主
義
に
対

　
す
る
非
妥
協
派
と
い
う
意
味
を
も
つ
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
表
現
の
方
が
よ
り

　
適
切
と
考
え
る
。
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騨
　
自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
「
自
由
主
義
」

　
教
権
・
王
義
、
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
と
い
っ
て
も
、
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
は
自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
。
ゆ
跨
。
ぎ
δ
ヨ
①
一
瓢
騨
巴
と
非
妥
協
的
カ
ト
リ

シ
ズ
ム
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
潮
流
が
存
在
し
、
内
部
対
立
が
激
し
か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
教
権
主
義
と
い
う
場
合
、
自

由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
の
対
比
の
上
か
ら
、
必
要
な
程
度
に
自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に

論
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
こ
の
陣
営
は
第
三
共
和
制
初
頭
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
司
教
団
の
中
で
約
半
分
を
占
め
、
ま
た
オ
ル
レ
ア
ン
派
。
に
雷
巳
ω
8
ω
と
結
び
つ
い
て
、



一九世紀後半のフランス社会と教権主義（上垣）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

教
権
主
義
的
立
法
の
推
進
主
体
と
な
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
教
権
主
義
一
反
教
権
主
義
の
対
抗
が
一
つ
の
ピ
ー
ク
に
達
す
る
一
八
七
〇
年
代
に

お
い
て
、
新
聞
の
自
由
も
宗
教
の
自
由
も
認
め
ず
、
教
会
の
国
家
、
社
会
へ
の
影
響
力
の
拡
大
を
図
り
、
紛
れ
も
な
く
教
権
主
義
の
一
翼
を
担

う
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
っ
て
「
自
由
主
義
」
と
は
何
で
あ
っ
た
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
ず
自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
理
念
の
レ
ベ
ル
で
検
討
し
よ
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
ラ
ム
ネ
ー
い
簿
ヨ
①
琴
鉱
。
・
（
一
七
八
O
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

一
八
六
〇
）
と
と
も
に
、
七
月
革
命
の
前
夜
に
始
ま
る
。
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
の
違
い
は
、
神
学
的
、
教
義
的
な
面
で
も
顕
著
で
あ
る
が
、

本
章
の
課
題
と
の
関
連
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
近
代
社
会
に
対
す
る
態
度
の
違
い
が
問
題
と
な
る
。
一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
党
、
政
治

勢
力
に
と
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
対
す
る
態
度
は
重
要
な
試
金
石
と
言
わ
れ
る
。
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
は
こ
の
基
準
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
一
七

八
九
年
の
革
命
は
認
め
る
が
、
　
一
七
九
三
年
の
革
命
は
流
血
を
伴
っ
た
と
し
て
拒
否
を
す
る
オ
ル
レ
ア
ン
派
や
穏
和
共
和
派
審
℃
虚
三
8
巴
扉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ヨ
。
q
曾
ひ
ω
に
近
い
。
こ
れ
に
対
し
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
は
一
七
八
九
年
革
命
に
も
反
対
の
立
場
を
と
る
。
反
革
命
。
8
霞
①
肖
ひ
く
。
冨
怠
8

派
を
自
称
す
る
非
妥
協
節
事
ト
リ
ヅ
ク
に
対
し
、
正
統
王
朝
派
蒜
α
q
録
巳
鵯
＄
で
は
あ
る
が
、
自
由
カ
ト
リ
ヅ
ク
の
フ
ァ
ル
ー
と
坤
①
臼
α
①

男
心
δ
霞
（
一
八
一
一
一
八
六
）
は
、
　
一
八
七
八
年
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
時
々
河
口
を
か
え
は
す
る
が
一
度
も
水
源
地
の
方
へ
遡
っ
た

こ
と
の
な
い
大
河
と
同
様
に
、
時
代
は
後
戻
り
し
な
い
。
従
っ
て
、
正
と
悪
、
正
義
と
暴
力
、
慎
重
さ
と
盲
目
の
大
藩
舎
物
で
あ
る
八
九
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
の
社
会
か
ら
救
済
と
未
来
の
要
素
を
引
き
出
す
こ
と
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
ガ
デ
ィ
ー
ユ
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
か
ら
生
ま
れ
た
制
度
の
枠
内
で
キ
リ
ス
ト
教
国
。
ぼ
ひ
臨
①
算
ひ
を
建
設
す
る
た
め
、
大
革
命
の
成
果
を
甘
受
す
る
と
こ
ろ
に
非
妥
協
的
カ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

リ
シ
ズ
ム
と
の
極
だ
っ
た
理
念
上
の
違
い
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　
自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
一
九
世
紀
近
代
の
所
産
で
あ
る
「
自
由
主
義
」
を
そ
の
名
に
冠
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
こ
の

「
自
由
主
義
」
は
、
自
由
主
義
の
全
面
的
肯
定
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
、
自
由
主
義
に
「
教
義
の
智
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

キ
リ
ス
ト
教
的
徳
を
も
た
ら
」
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
「
自
由
」
と
は
、
ま
ず
も
っ
て
市
民
的
・
政
治
的
自
由
を
さ
し
た
。

第
一
に
、
宗
教
の
自
由
を
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
は
認
め
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
ら
は
一
様
に
厳
し
い
戒
律
に
服
し
、
こ
の
面
で
は
伝
統
主
義
的
と
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⑩

も
言
え
る
態
度
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
帝
制
期
か
ら
死
去
す
る
ま
で
、
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
の
第
一
の
指
導
者
で
あ
っ
た
デ
ュ
パ
ン
ル
ー
に

即
し
て
、
彼
ら
の
「
自
由
主
義
」
の
限
界
を
お
さ
え
て
お
こ
う
。
彼
は
「
自
由
は
あ
ら
ゆ
る
徳
、
あ
ら
ゆ
る
道
徳
的
偉
大
さ
、
あ
ら
ゆ
る
文
明
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

あ
ら
ゆ
る
進
歩
の
出
発
点
で
あ
る
」
と
論
じ
、
儒
仰
と
理
性
と
の
和
解
を
図
っ
た
が
、
合
理
主
義
を
非
難
し
、
ま
た
科
学
と
唯
物
論
と
を
同
一

　
　
　
　
　
　
　
⑫

視
し
て
い
た
と
い
う
。

　
工
業
化
を
推
進
す
る
経
済
的
自
由
主
義
に
対
す
る
彼
ら
の
態
度
は
ど
う
か
。
労
働
者
階
級
に
も
資
本
家
階
級
に
も
属
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
自
由
主
義
的
傾
向
の
た
め
も
あ
っ
て
、
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
は
社
会
問
題
に
対
し
て
宗
教
や
政
治
ほ
ど
の
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

少
く
と
も
後
述
す
る
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
に
比
べ
、
こ
の
面
で
の
関
心
の
希
薄
さ
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で

も
、
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
は
社
会
閥
題
に
対
し
無
関
心
で
お
ら
れ
る
に
は
余
り
に
宗
教
的
で
あ
り
、
そ
の
た
め
工
業
化
に
対
し
て
楽
観
的
に
は
な

り
え
な
か
っ
た
。
自
身
は
社
会
問
題
に
対
し
冷
淡
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
デ
ュ
パ
ン
ル
ー
も
、
一
八
六
四
年
、
ベ
ル
ギ
ー
の
マ
リ
ー
ヌ
鼠
騨
｝
馳

器
。
。
で
開
か
れ
た
国
際
カ
ト
リ
ッ
ク
大
会
O
自
σ
q
抽
ω
貯
富
ヨ
曽
怠
8
巴
。
㊤
普
。
㍑
の
器
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
我
々
は
あ
り
の
ま
ま
に
見
よ
う
と
し
な
い
で
い
た
が
、
空
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
た
る
所
に
物
質
的
進
歩
へ
の
運
動
が
あ
る
。
私
自
身
は
こ
の
進
歩
を

　
呪
い
は
し
な
い
。
こ
の
方
面
で
の
人
間
の
精
神
を
能
力
の
名
誉
と
な
る
も
の
を
呪
う
た
め
に
私
は
〔
大
会
に
1
1
筆
者
〕
派
遣
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
し
か

　
し
進
歩
に
従
い
、
そ
れ
を
適
切
に
統
御
す
る
に
は
、
善
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
経
験
を
積
ん
だ
全
て
の
人
々
は
私
と
と
も
に
認
め
る
だ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
う
。
付
け
加
え
る
が
、
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
る
そ
の
誘
惑
に
屈
し
な
い
た
め
に
は
、
か
っ
て
な
く
道
徳
的
感
覚
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
こ
う
考
え
る
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
の
中
に
、
道
徳
的
感
覚
の
必
要
性
を
説
く
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
社
会
改
良
を
す
す
め
る
者
が
出
て
き
て
も

お
か
し
く
は
な
い
。
す
で
に
七
月
王
制
期
の
一
八
四
〇
年
に
、
モ
ン
タ
ラ
ン
ベ
ー
ル
鼠
。
暮
巴
Φ
ヨ
び
Φ
詳
（
一
八
一
〇
1
七
〇
）
が
上
院
で
児
童
労

働
に
つ
い
て
立
法
者
の
介
入
を
強
く
主
張
し
て
い
る
が
、
七
月
王
制
末
期
、
と
く
に
第
二
帝
制
に
入
る
と
、
ア
ル
マ
ン
・
ド
・
ム
ラ
ン
画
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

臼
9
巳
鉱
①
冒
Φ
ご
昌
の
提
唱
す
る
「
慈
善
経
済
」
　
《
σ
O
O
⇒
O
巳
P
一
〇
　
〇
げ
ρ
巴
一
げ
ρ
び
一
Φ
》
の
考
え
に
共
鳴
し
、
こ
れ
を
自
由
主
義
経
済
と
桂
会
主
義
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

済
の
間
の
第
三
の
道
と
し
て
推
賞
す
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
経
済
的
自
由
主
義
に
批
判
を
も
つ
白
由
カ
ト
リ
ッ
ク
の
社
会
観
に
つ
い
て
は
、
第
三
共
和
制
初
期
の
フ
ラ
ン
ス
司
教
団
の
政
治

思
想
と
政
治
行
動
を
分
析
し
た
ガ
デ
ィ
ー
ユ
が
、
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
教
は
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
の
司
教
と
同
じ
く
、
　
「
家
族
と
教
会
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

重
の
土
台
の
上
に
築
か
れ
る
家
父
長
的
社
会
」
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
抱
い
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
限
界
を
も
つ
彼
ら
の
「
自

由
主
義
」
は
、
七
月
王
欄
期
に
は
普
通
選
挙
も
支
持
し
て
い
た
そ
の
進
歩
的
側
面
を
次
第
に
失
っ
て
い
く
。
ま
ず
一
八
四
八
年
の
六
月
事
件
以

降
は
明
確
に
政
治
的
保
守
と
化
し
、
秩
序
党
矧
母
窪
噺
。
一
、
9
脅
Φ
の
一
支
柱
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
点
で
も
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
と
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

な
の
で
あ
る
が
、
秩
序
と
所
有
の
側
に
宗
教
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
産
業
革
命
の
進
行
に
伴
う
社
会
的
・
文
化
的
混
乱
、

と
く
に
非
キ
リ
ス
ト
教
化
の
進
行
が
彼
ら
の
保
守
化
を
促
進
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
保
守
化
の
動
き
を
決
定
づ
け
た
の
は
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
と
そ
の
時
に
行
わ
れ
た
パ
リ
大
司
教
、
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ダ
ル

ポ
ワ
∪
荒
び
。
《
の
処
刑
で
あ
っ
た
。
す
で
に
デ
ュ
パ
ン
ル
ー
は
極
右
と
極
左
の
二
つ
の
戦
線
で
の
闘
い
の
必
要
性
を
認
識
し
、
聖
俗
両
権
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
一
層
緊
密
な
協
力
を
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
　
「
パ
リ
の
不
幸
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
司
教
教
書
の
中
で
、
　
「
パ
リ
を
焼
い
た
の
は

革
命
の
不
信
心
、
無
神
論
の
社
会
主
義
」
だ
と
攻
撃
し
、
ま
た
「
社
会
の
傷
に
関
す
る
研
究
」
と
題
す
る
一
連
の
論
文
の
中
で
は
、
居
酒
屋
の

繁
栄
、
犯
罪
の
増
加
を
道
徳
の
頽
廃
化
を
示
す
指
標
と
し
て
あ
げ
、
作
家
、
政
治
家
や
上
流
階
級
の
責
任
を
問
う
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
作
家

は
、
小
説
、
戯
曲
、
新
聞
の
論
文
等
で
現
存
社
会
秩
序
へ
の
批
判
を
展
開
し
て
き
た
か
ら
で
あ
り
、
他
方
、
帝
制
は
抑
圧
的
立
法
の
適
用
を
緩

和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
動
き
を
放
任
し
、
さ
ら
に
イ
タ
リ
ア
統
一
戦
争
へ
の
介
入
で
教
皇
の
世
俗
権
℃
o
⊆
く
。
胃
富
ヨ
も
。
目
星
を
侵
害
し

た
か
ら
で
あ
る
と
。
こ
う
し
て
小
説
『
レ
・
、
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
や
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
の
小
説
が
批
判
さ
れ
、
オ
ペ
ラ
座
が
第
二
帝
制
の
異
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

的
装
飾
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
告
発
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
る
自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
が
主
要
な
思
想
的
背
景
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
る
「
道
徳
的
秩
序
」
o
鼠
器

皿
。
轟
一
期
i
第
三
共
和
制
初
頭
の
王
党
派
が
議
会
で
優
位
の
時
期
一
の
政
治
が
反
民
主
主
義
的
、
教
権
主
義
的
で
あ
る
の
は
当
然
と
い
え

よ
う
。
ま
た
そ
こ
に
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
共
闘
の
理
由
も
あ
っ
た
。
西
川
氏
の
指
摘
す
る
通
り
、
自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
は
「
カ
ト
リ
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⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

シ
ズ
ム
と
自
由
主
義
の
和
解
を
求
め
る
動
き
」
で
あ
り
、
ま
た
近
代
社
会
と
の
和
解
を
求
め
る
動
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
章
で
検
討
し
た

よ
う
に
、
自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
、
自
由
主
義
、
近
代
社
会
の
全
て
を
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
く
、
経
済
的
自
由
主
義
や
工
業
文
明
に
は
明
確

な
批
判
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
工
業
化
の
進
行
と
、
そ
の
結
果
で
あ
る
と
彼
ら
が
み
な
し
て
い
た
社
会
秩
序
の
乱
れ
、
端
的
に
は
社
会
主
義

者
の
登
場
を
前
に
し
て
、
こ
の
自
由
主
義
と
の
和
解
は
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
し
か
し
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
け
で
は
教
権
主
義
が
フ
ラ
ン
ス
社
会
を
揺
が
す
よ
う
な
勢
力
と
成
り
得
た
か
ど
う
か
は
非
常
に
疑
わ
し
い
。
彼

ら
億
フ
ラ
ン
ス
司
教
団
の
中
で
こ
そ
、
自
由
帝
重
訳
の
教
会
政
策
に
よ
り
、
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
ー
－
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
抗
し
う
る
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

力
と
な
っ
て
い
た
が
、
時
の
教
皇
庁
の
支
持
が
な
く
、
下
級
聖
職
者
や
信
者
大
衆
の
中
で
の
基
盤
は
弱
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
自
由
カ
ト
リ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ク
の
失
敗
の
原
因
と
し
て
プ
レ
ロ
は
そ
の
王
党
主
義
に
次
い
で
貴
族
的
性
格
を
あ
げ
て
い
る
。
一
八
七
〇
年
代
初
頭
の
奇
跡
と
巡
礼
の
騒
々
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

さ
に
従
う
に
は
彼
ら
は
余
り
に
秩
序
を
重
ん
じ
、
か
つ
貴
族
的
、
知
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
コ
ル
ポ
ラ

シ
オ
ン
の
復
活
を
掲
げ
た
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ド
・
マ
ン
》
誉
①
騨
Ω
Φ
鼠
諺
（
一
八
四
一
－
一
九
一
四
）
ら
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
る
一
八
七
〇
年
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

社
会
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
支
持
す
る
に
は
余
り
に
自
由
主
義
的
で
あ
っ
た
。
民
衆
的
に
も
社
会
的
・
・
o
鼠
巴
に
も
な
り
切
れ
な
い
自
由
カ
ト
リ
シ

ズ
ム
は
、
普
通
選
挙
に
よ
っ
て
大
衆
の
政
治
に
占
め
る
比
重
が
増
大
し
た
時
代
に
は
、
共
和
派
と
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
狭
間
で
、
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
を
失
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
内
の
主
流
派
た
る
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
、
近
代
社
会
、
自
由
主

義
に
対
す
る
態
度
と
、
民
衆
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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①
　
司
教
の
指
名
は
政
府
の
梅
限
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
時
の
政
府
の

　
撒
会
に
対
す
る
姿
勢
に
左
右
さ
れ
易
い
。
第
三
共
立
制
初
頭
に
、
教
会
内
部
の
力

　
関
係
に
比
し
て
不
釣
り
合
い
に
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
教
が
多
い
の
は
自
由
帝
制

　
期
の
教
会
政
策
の
所
産
で
あ
る
。
O
盆
山
一
一
ρ
愚
’
ミ
．
層
潤
滑
娼
℃
・
鴬
歯
魁
藁
き
．

②
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
の
オ
ル
レ
ア
ニ
ズ
ム
と
の
提
携
に
つ
い
て
は
、
挙
用
、
前
掲

　
漁
μ
、
四
二
一
四
二
頁
、
即
9
ゴ
O
同
日
b
着
肢
0
｝
ソ
ご
q
を
参
照
。
自
由
カ
ト
リ
ッ

ク
の
政
治
家
と
し
て
は
オ
ル
レ
ア
ン
派
の
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
コ
サ
ン
〉
ロ
の
臣
け
，

置
O
o
。
三
ρ
プ
ロ
イ
公
〉
害
。
誉
島
。
切
δ
σ
q
嵩
P
正
統
王
朝
派
で
は
あ
る
が
フ
ァ

ル
ー
国
一
一
。
舞
が
有
名
で
あ
る
。
ま
た
第
三
共
和
鯛
初
代
の
大
統
領
と
な
る
テ

ィ
エ
…
ル
目
三
。
話
や
セ
ー
ヌ
右
岸
の
上
層
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
オ
ル
レ
ア
ン
派

の
サ
ロ
ン
に
自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
影
響
が
帝
制
末
に
は
広
が
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
○
巴
葺
O
、
§
’
亀
、
こ
貯
【
こ
）
℃
．
一
〇
α
ム
⑦
O
．
な
お
オ
ル
レ
ア
ン
派
は
第
ゴ
　



一九世紀後半のフランス社会と教権主義（上垣）

　
共
和
制
成
立
期
に
共
和
制
に
加
担
し
て
い
く
中
央
左
派
。
窪
窪
。
－
σ
q
窪
。
げ
。
と
王

　
党
派
と
し
て
と
ど
ま
る
中
央
右
派
。
魯
樗
⑦
ム
き
洋
。
に
分
か
れ
る
。
本
稿
で
は
オ

　
ル
レ
ア
ソ
派
の
呼
称
は
中
央
右
派
に
限
定
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

③
正
統
王
朝
派
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
支
持
を
う
け
て
例
え
ば
次
の
よ
う
な

　
立
法
が
成
立
し
て
い
る
。
公
共
道
徳
と
宗
教
へ
の
攻
撃
を
処
罰
す
る
一
八
七
一
年

　
四
月
一
五
日
の
法
律
、
一
八
七
二
年
冬
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
議
会
を
通
過
す
る

婦
女
子
の
労
働
時
間
の
調
限
、
飲
料
店
の
営
業
規
制
、
社
会
的
威
権
の
代
蓑
を
中
央

　
の
教
育
行
政
機
関
で
あ
る
公
教
育
高
等
評
議
会
0
9
。
辱
㊦
凶
ω
β
℃
⑩
訟
。
要
因
。
｝
、
囲
亭

　
簿
讐
。
凱
。
コ
娼
＝
σ
匡
ρ
帽
。
に
加
え
る
法
律
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
私
立
大
学
の
設
立
を

　
認
め
た
高
等
教
育
の
自
・
田
に
σ
母
＄
O
o
一
．
o
昌
ω
o
粛
嵩
①
ヨ
。
簿
ω
口
唱
曾
一
2
『
に
関
す

　
る
一
八
七
五
年
七
月
　
二
日
の
法
律
。
㌧
ミ
鈍
、
炉
縁
や
ω
馬
嚇
菊
価
ヨ
9
山
”
b
誉
暁
蛍

　
や
窓
Q
。
㎞
佐
藤
英
一
郎
、
　
「
第
三
共
和
国
成
立
・
発
展
期
の
教
育
」
、
梅
根
悟
監

　
『
世
界
教
育
史
大
系
1
0
・
フ
ラ
ン
ス
教
育
史
H
』
所
収
第
六
章
、
講
談
社
、
一
九

　
七
五
年
、
＝
一
〇
一
一
二
五
頁
。

④
”
o
σ
。
再
｝
昏
。
盛
《
ピ
。
ピ
ヨ
孚
ρ
一
冨
旨
。
。
p
参
。
二
ρ
垢
》
、
梅
⑦
旨
ρ
言
い
。
夢
露

　
≧
σ
①
苫
竃
皆
9
一
（
似
9
）
”
b
馬
偽
ぎ
§
ミ
§
魯
き
ぎ
ご
鷺
馬
q
ミ
ぎ
§
ミ
㌧
勺
㊤
二
。
・
㌧

　
一
8
ρ
や
8
Q
。
①
．

⑤
　
罎
碧
。
鉱
享
巴
9
導
き
“
ミ
、
琶
ミ
も
ミ
ぎ
、
喧
ミ
b
℃
僧
「
五
一
〇
〇
ρ
署
．
b
。
ア

　
爬
。
。
隔
団
昆
一
〇
℃
〇
三
き
譜
欲
綺
ら
§
ミ
昏
§
莞
軸
ミ
亀
ミ
寄
酎
驚
ミ
§
、
蝋
§
§
魁
㍗

　
ミ
§
等
秘
農
鳥
ミ
ぎ
隷
偽
貯
｝
ミ
ミ
ミ
ミ
㌧
勺
p
嵩
ω
、
δ
謡
b
ワ
＝
メ

⑥
〉
・
9
事
案
｝
9
葺
《
】
）
o
冨
O
o
＝
窪
。
如
曾
。
ご
凱
8
》
”
簿
G
o
臓
丹
紅
§
§
ミ
”

　
卜
。
朝
。
。
戸
▼
一
。
。
刈
。
。
o
｛
猷
鴇
鬼
心
〇
三
9
け
u
さ
ミ
こ
や
＝
炉

⑦
Ω
巴
凶
＝
ρ
§
幽
ミ
こ
け
．
押
℃
℃
藁
8
点
8
．

＠＠＠＠
℃
駒
引
〇
ρ
愚
．
ミ
‘
や
嵩
梱

N
ミ
3
℃
■
卜
。
ヨ
…
〉
巳
。
昼
ミ
馬
。
鼠
計
や
“
。
O
Q
D
伊

犀
驚
。
♂
§
．
ミ
‘
℃
や
慰
1
一
①
■

ご
郎
℃
㊤
三
9
も
㌧
卜
犠
O
ぎ
養
駄
職
ミ
職
ミ
§
ミ
ミ
防
護
S
N
き
鳶
防
ヤ
℃
霞
富
、
一
Q
Q
①
心
℃

　
℃
や
ひ
。
ひ
2
①
－
圏
O
。
山
陰
冨
戦
Ω
日
「
三
窪
g
海
雀
。
ヨ
類
2
．
諄
b
苓
亀
舘
翫
、
9
．
隷
早

　
基
亀
霧
N
、
§
耕
8
㌧
ミ
§
旨
暗
、
b
§
§
、
o
喝
S
嵩
・
竜
よ
讐
き
℃
鴛
拶
一
¢
O
ひ
。
、
℃
．
b
。
ω
■

⑫
　
N
ミ
罫
℃
唱
．
卜
。
ρ
昏
昌
9
デ
ュ
バ
ソ
ル
ー
が
無
神
論
者
の
リ
ト
レ
肖
ヨ
臨
。
ご
零
徹

　
の
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
入
会
に
抗
議
し
て
岡
会
を
脱
会
し
た
窮
件
（
一

　
八
七
一
年
）
は
彼
の
宗
教
的
厳
格
さ
を
象
徴
す
る
事
件
で
あ
る
。

⑬
翠
鰹
。
び
愚
．
ミ
‘
署
■
。
。
O
－
G
。
刈
畠

⑭
劃
罫
α
q
「
雪
σ
q
ρ
ミ
馬
§
｝
鳶
、
b
愚
§
、
。
奪
㌧
向
亀
Q
§
魁
．
O
ミ
§
タ
け
拝

　
や
霞
帥
ω
レ
。
。
。
。
軽
㌧
℃
唱
・
ω
O
O
ゐ
①
一
9
ま
欝
弓
該
鍵
。
ゆ
冨
。
ざ
愚
’
ミ
■
℃
や
毬
■

⑮
ム
ラ
ソ
に
は
思
想
体
系
と
呼
び
う
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
が
、
私
的
個
人
的
慈

　
善
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
社
会
立
法
も
含
め
た
公
的
扶
助
の
必
要
性
を
説
く

　
点
に
当
時
に
お
け
る
特
色
が
あ
っ
た
。
ま
た
彼
は
社
会
主
義
と
同
様
に
コ
ル
ポ
ラ

　
テ
ィ
ズ
ム
o
o
考
。
猿
識
ω
ヨ
。
も
排
し
、
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
。
o
弓
。
窮
鑑
§
（
大
革

　
命
前
の
工
業
組
合
）
が
革
ム
叩
で
廃
・
止
さ
れ
た
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
て

　
い
た
。
要
す
る
に
彼
は
自
由
競
争
に
僑
は
置
か
な
か
っ
た
が
、
社
会
構
造
、
労
資

　
関
係
全
体
の
変
更
を
求
め
る
者
で
は
な
か
っ
た
。
｝
o
p
亭
こ
ご
9
讐
冨
8
U
ξ
o
器
一
一
ρ

　
卜
＄
b
＆
ミ
恥
辱
∴
ミ
尊
ミ
帖
鳥
量
ミ
8
鼠
ミ
§
き
§
吋
驚
（
鉛
鴇
霞
讐
O
y
評
二
自
・
’

　
お
q
押
唱
℃
．
㈹
δ
凸
卜
。
8
お
り
1
軽
切
P

⑬
勺
邑
9
愚
』
き
や
命

⑰
Ω
巴
簑
。
晴
。
》
ミ
‘
け
ど
℃
マ
ω
b
。
解
認
G
。
．

⑲
　
例
え
ば
デ
ュ
パ
ソ
ル
ー
は
一
八
五
〇
年
の
四
旬
節
の
教
書
で
「
十
戒
が
な
く
な

　
れ
ば
、
も
は
や
討
論
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
、
祉
会
は
絶
減
す
る
で
あ
ろ
う
。
も

　
し
こ
の
最
後
の
堤
防
が
決
壊
す
れ
ば
、
そ
の
瞬
闘
か
ら
全
て
は
奪
い
取
ら
れ
、
筏

　
会
は
奈
落
の
底
に
沈
む
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
竃
鍔
9
鐸
p
o
ざ
愚
．
ミ
こ
℃
’
邸
メ

　
社
会
革
命
へ
の
恐
怖
が
七
月
玉
制
期
に
は
敵
対
し
合
っ
て
い
た
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク

　
と
オ
ル
レ
ア
ン
派
の
接
近
を
う
み
だ
す
の
で
あ
る
。
西
川
、
前
掲
書
、
二
五
一
二

　
六
、
四
一
百
ハ
を
鼻
少
昭
酬
。

⑲
O
＆
籠
①
㌧
。
》
ミ
ニ
戸
㌍
℃
．
笛
メ
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⑳
　
　
一
八
七
一
年
五
月
三
〇
目
付
の
パ
リ
の
不
幸
に
つ
い
て
の
司
教
書
簡
、
《
国
璽
縣
。

　
。
。
ξ
冨
。
・
覧
鉱
①
ω
ω
o
o
｛
p
一
①
移
、
卜
象
b
爵
浅
q
噛
、
ミ
鳶
§
“
雛
ミ
8
織
ミ
＄
コ
。
α
露

　
器
讐
こ
コ
。
α
焉
ω
0
8
象
ド
◎
。
8
0
心
墨
娼
錠
魯
ミ
‘
壁
ど
喝
や
Q
。
ω
I
Q
。
仁
．

⑳
　
西
川
、
前
掲
霞
、
一
＝
頁
。

＠
u
碧
器
暮
ρ
§
ミ
‘
や
。
。
一
①
’

⑱
切
傷
日
。
＆
い
b
§
盈
℃
■
息
男
勺
壇
巴
9
愚
。
ミ
■
、
や
ω
卜
。
．

⑳
　
N
ミ
3
℃
．
。
。
b
。
．
ア
レ
ヴ
ィ
も
、
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
は
思
想
、
社
会
的
出
自
の
上

　
か
ら
民
衆
か
ら
遠
い
存
在
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
国
㊤
融
く
ざ
。
》
ミ
こ
叶
．
b
。
㌧

　
℃
℃
．
一
〇
一
二
・

⑳
9
．
O
巴
琶
ρ
§
・
ミ
‘
け
一
層
署
』
も
。
ρ
N
ミ
．
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二
　
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
と
「
近
代
」

（一）

『
誤
謬
表
』
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

　
本
章
で
は
雰
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
対
す
る
態
度
と
、
彼
ら
が
結
び
つ
き
を
強
め
る
正
統
主
義
一
ひ
σ
q
一
窪
窪
。
。
白
①
と
の
関

係
を
通
し
て
、
大
革
命
以
後
の
社
会
、
す
な
わ
ち
「
近
代
社
会
」
へ
の
態
度
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
九
世
紀
の
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
臼
田
ズ
ム
は
ラ
ム
ネ
ー
を
創
始
者
と
す
る
。
彼
自
身
は
後
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
パ
イ
オ
ニ

ア
と
も
な
る
の
で
あ
り
、
こ
う
い
う
事
情
か
ら
も
、
す
く
な
く
と
も
七
月
王
制
期
に
は
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
で
か
つ
同
時
に
自
由
カ
ト
ゾ
ッ
ク

で
あ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。
両
者
の
分
裂
は
二
月
革
命
以
降
に
起
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
し
て
の
ウ
ル
ト

ラ
モ
ン
タ
ニ
ズ
ム
は
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
教
皇
庁
の
支
持
を
得
て
成
長
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
社
会
観
を
代
表
す
る
の
は
ピ
ウ
ス
九
世
勺
ご
。
。
H
×
（
在
位
一
八
四
六
－
七
八
）
に
よ
っ
て
公
け
に
さ
れ
る
『
誤
謬
表
』

硲
§
O
§
恥
ミ
ミ
ま
§
だ
と
言
わ
れ
る
。
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
「
硲
§
轡
§
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
と
も
言
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
『
誤

謬
表
』
は
一
八
六
四
年
＝
一
月
四
日
に
出
さ
れ
る
回
勅
『
ク
ア
ン
タ
・
ク
ー
ラ
』
◎
§
§
ミ
“
ミ
蟄
に
附
随
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
回
勅

自
体
、
合
理
主
義
、
自
由
主
義
、
共
産
主
義
を
強
い
調
子
で
糾
弾
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
　
『
誤
謬
表
』
は
八
○
悪
事
に
わ
た
る
現
代
の
悪
の
カ

タ
ロ
グ
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
誤
り
の
最
後
の
も
の
と
し
て
「
ロ
…
マ
教
皇
が
進
歩
、
自
由
主
義
、
近
代
文
明
と
和
解
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

妥
協
す
る
の
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
誤
謬
蓑
』
は
非



一九世紀後半のフランス社会と教権主義（上垣）

妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
指
導
的
司
教
ピ
ー
℃
δ
（
一
八
一
五
一
八
○
）
に
よ
っ
て
自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
打
撃
を
加
え
た
も
の
と
し
て
歓
迎
さ
れ
、

他
方
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
の
プ
ロ
イ
公
》
一
σ
①
答
α
①
G
U
8
σ
q
一
δ
（
一
八
一
＝
一
一
九
〇
一
）
に
は
新
聞
、
鉄
道
、
電
波
、
科
学
的
発
見
等
の
近
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

獲
得
物
を
破
門
に
し
た
と
嘆
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
う
い
う
非
妥
協
的
、
反
自
由
主
義
的
傾
向
は
、
一
八
七
〇
年
七
月
一
八
日
、
第
一
回
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ア
チ
カ
ン
公
会
議
く
ρ
怠
。
窪
H
で
教
皇
不
可
奪
権
ぎ
鍵
一
臣
げ
ま
募
が
宣
書
さ
れ
る
に
至
っ
て
最
高
潮
に
達
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
は
反
自
由
主
義
的
で
あ
り
、
同
時
に
反
近
代
的
傾
向
を
帯
び
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
少

く
と
も
反
自
由
主
義
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
は
異
論
を
出
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
反
近
代
の
方
は

　
　
　
　
　
　
⑥

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
反
近
代
的
傾
向
を
は
っ
き
り
と
主
張
し
て
い
る
の
は
ダ
ン
セ
ッ
ト
で
あ
ろ
う
。
ダ
ン
セ
ッ
ト
は

戦
後
ま
も
な
く
刊
行
さ
れ
た
著
書
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
後
一
九
二
五
年
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
宗
教
史
を
、
一
七
八
九
年
の
政
治
革
命
と
一

九
世
紀
の
産
業
革
命
が
作
っ
た
近
代
赴
会
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
対
抗
の
視
角
か
ら
叙
述
し
、
こ
の
中
で
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
を
近
代
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
の
和
解
派
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
を
「
時
代
の
拒
否
」
と
原
則
の
政
治
を
特
徴
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
い
る
。

　
し
か
し
ダ
ン
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
捉
え
方
に
対
し
て
は
、
ヴ
ィ
ケ
ー
ル
竃
．
属
’
≦
。
ρ
冒
⑦
が
初
版
出
版
当
時
に
書
評
の
形
を
取
っ
た
批
判
を
展

開
し
て
い
る
。
彼
の
示
唆
に
富
む
論
を
、
本
章
に
関
係
す
る
点
に
つ
い
て
以
下
要
約
し
て
紹
介
し
よ
う
。
ま
ず
ヴ
ィ
ケ
ー
ル
は
非
妥
協
的
カ
ト

リ
ッ
ク
は
確
か
に
一
人
な
ら
ず
反
近
代
を
自
称
し
た
が
、
ダ
ソ
セ
ッ
ト
の
言
う
よ
う
に
、
純
粋
な
反
近
代
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
だ
と
し

て
い
る
。
第
一
に
、
「
近
代
思
想
」
「
社
会
」
「
世
界
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
矛
盾
し
た
要
素
を
内
包
し
て
お
り
、
例
え
ば
「
近
代
」
「
近
代
思

想
」
と
は
合
理
主
義
の
こ
と
か
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
主
義
な
の
か
、
そ
れ
と
も
工
業
発
展
と
技
術
改
良
を
指
す
の
か
不
分
明
だ
と
指
摘
し
、
さ
ら

に
近
代
を
ま
る
ご
と
受
け
入
れ
、
あ
る
い
は
撞
表
し
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
は
い
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
自
由
カ
ト
リ
ヅ
ク
が
近
代
社
会
の
全
て

を
是
認
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
前
章
で
検
討
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
ヴ
ィ
ケ
ー
ル
は
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
が
近
代
を
全
的
に
拒
否
し
た
の

で
は
な
い
証
拠
の
一
つ
と
し
て
ア
ソ
ン
プ
シ
ォ
ン
修
道
会
一
Φ
ω
諺
・
・
ω
○
白
℃
菖
。
艮
ω
8
ω
が
新
聞
と
鉄
道
を
見
事
に
使
い
こ
な
し
た
こ
と
を
挙
げ
て

　
⑦い

る
。
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
教
会
一
叢
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
が
優
勢
で
あ
る
一
と
、
近
代
社
会
は
完
全

63 （213）



に
区
別
さ
れ
る
二
つ
の
現
実
で
は
な
く
、
大
多
数
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
洗
礼
を
受
け
て
い
た
一
九
世
紀
に
お
い
て
は
教
会
と
近
代
社
会
に
属
す
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
同
一
人
物
で
あ
る
か
ら
、
　
「
大
い
に
教
会
は
近
代
社
会
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　
実
際
、
新
聞
の
領
域
で
は
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
方
が
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
よ
り
も
成
功
し
て
い
る
。
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
最
大
の
論

客
ル
イ
・
ヴ
イ
ヨ
ピ
。
巳
。
。
＜
①
巳
一
一
9
（
一
八
＝
二
i
八
三
）
率
い
る
『
ユ
ニ
ヴ
ェ
ー
ル
』
紙
卜
、
9
§
ミ
砺
は
、
平
易
さ
、
筆
鉾
の
鋭
さ
で
、
自

由
カ
ト
リ
ヅ
ク
の
『
コ
レ
ス
ポ
ン
ダ
ン
』
紙
富
G
ミ
§
愚
§
§
ミ
に
優
り
、
ヴ
イ
ヨ
自
身
は
、
当
蒋
の
急
進
共
和
派
の
あ
る
人
物
か
ら
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

時
代
的
だ
と
評
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
は
】
面
で
は
同
時
代
性
を
備
え
て
い
た
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て

彼
ら
が
「
近
代
社
会
」
の
何
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
明
確
に
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

（二）

非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
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非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
と
「
近
代
社
会
」
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
場
合
、
や
は
り
、
一
七
八
九
年
革
命
に
対
す
る
彼
ら
の
批
判
の
性
質
を
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
。
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
は
た
え
ず
教
会
の
立
場
と
大
革
命
の
原
理
と
を
両
極
に
対
置
し
、
二
元
論
的
に
当
時
の
社
会
を
考

え
よ
う
と
す
る
。
た
と
え
ば
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
最
も
傑
出
し
た
政
治
家
の
一
人
で
あ
る
エ
ミ
ー
ル
・
ケ
レ
ル
二
野
δ
閤
巴
曾
（
一
八

二
八
一
一
九
〇
九
）
は
回
勅
『
ク
ア
ソ
タ
・
ク
ー
ラ
』
が
出
た
翌
年
、
自
著
の
中
で
真
理
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
教
皇
の
不
可
謬
性
の
中
に
あ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
一
七
八
九
年
の
不
可
解
な
神
託
の
中
に
あ
る
の
か
と
問
い
、
　
「
選
択
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
党
派
、
こ
の
二
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

不
可
適
性
の
間
に
お
い
て
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
ら
は
反
革
命
派
で
あ
り
、
そ
し
て
教
会
と
革
命
の
間
に
は
、
自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の

よ
う
な
中
間
の
道
は
な
い
と
い
う
の
が
彼
ら
の
立
場
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
し
、
や
や
自
明
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
実
現
不
可
能
な
ア
ン
シ
ァ
ソ
・
レ
ジ
ー
ム
の
復
活
を
夢
み
て
い
た

の
で
は
な
い
。
最
も
非
妥
協
的
な
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
の
司
教
の
一
人
で
あ
る
モ
ン
ペ
リ
エ
　
寓
。
⇔
な
Φ
臣
費
司
教
ド
・
カ
プ
リ
エ
ー
ル
　
α
Φ

O
ρ
げ
ユ
酵
＄
で
さ
え
、
ル
イ
・
ヴ
イ
ヨ
宛
て
の
一
八
七
五
年
七
月
二
一
日
付
の
書
簡
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。
ド
・
カ
プ
リ
エ
ー
ル
は
住
罠
の
教
会
離
れ
を
嘆
き
、
反
教
権
主
義
派
の
教
会
攻
撃
を
非
難
し
つ
つ
、
　
「
住
民
が
容
易
に
得
ら

れ
る
経
験
を
通
し
て
、
我
々
が
十
分
の
…
税
や
賦
役
を
復
活
さ
せ
た
り
、
蛙
の
鳴
き
声
を
消
す
た
め
に
〔
乾
干
に
一
筆
者
〕
潟
を
叩
か
せ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

す
る
つ
も
り
の
な
い
こ
と
を
確
信
す
れ
ば
す
ぐ
に
〔
住
民
は
一
筆
轡
〕
我
々
の
所
に
戻
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
」
と
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
政
治
・
社
会
体
制
復
活
と
い
う
意
味
で
は
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
は
「
反
近
代
」
と
は
言
え
な
い
こ
と
は
、

当
時
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
臨
画
ズ
ム
の
最
大
の
顧
客
で
あ
っ
た
正
統
正
朝
派
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
る
。
　
「
道
徳
的
秩
序
」
期
の
正
統
王
朝
派
の
国

民
議
会
議
員
に
つ
い
て
、
議
員
の
著
作
、
議
会
で
の
発
言
等
を
検
討
し
た
ロ
ヅ
ク
渕
○
げ
①
詳
》
・
目
o
o
げ
②
は
以
下
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

正
統
王
朝
派
は
、
農
奴
制
そ
の
他
の
法
的
隷
属
形
態
の
復
活
を
提
案
せ
ず
、
経
済
制
度
の
面
で
も
度
量
衡
の
不
統
一
や
国
内
関
税
の
復
活
を
求

め
て
い
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
ま
た
旧
貴
族
の
特
権
を
特
に
要
求
し
た
こ
と
も
な
く
、
最
も
反
動
的
な
正
統
王
朝
派
の
一
人
で
あ
る
ド
・
フ

ラ
ソ
ク
リ
ュ
ー
負
Φ
津
ρ
琴
一
δ
二
侯
爵
で
さ
え
、
一
八
七
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
自
著
の
中
で
、
昔
存
在
し
た
よ
う
に
三
部
会
を
復
活
す
る
の
は
、

貴
族
と
聖
職
者
が
第
三
身
分
に
劣
化
し
て
し
ま
っ
た
今
と
な
っ
て
は
不
可
能
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
正
統
王
朝
派
の
中
に
も
椙
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
入
り
こ
ん
で
お
り
、
そ
の
た
め
正
統
王
朝
派
は
世
襲
的
な
社
会
的
エ
リ
ー
ト
が
社
会
を
指
導
す
る
こ
と
を
望
ん
で
は
い
た

が
、
社
会
的
エ
リ
ー
ト
を
指
す
言
葉
と
し
て
は
「
貴
族
扁
8
窪
①
等
の
表
現
よ
り
も
「
名
望
家
」
8
け
ρ
三
Φ
と
い
う
表
現
を
断
然
多
く
用
い
て

い
る
。
ロ
ッ
ク
は
正
統
王
朝
派
の
地
主
、
商
人
、
工
業
家
、
自
由
業
者
が
「
防
衛
、
回
復
を
望
ん
だ
の
は
彼
ら
の
家
族
と
、
家
族
が
属
す
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

が
感
謝
の
念
を
も
っ
て
丁
重
に
扱
わ
れ
る
よ
う
な
共
三
体
。
o
白
日
嬬
蝕
蔓
で
あ
っ
た
」
と
結
論
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
正
統
王
朝
派
は
ア

ン
シ
ァ
ソ
・
レ
ジ
ー
ム
で
は
な
く
、
脅
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
階
層
的
秩
序
を
こ
そ
守
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
批
判
の
主
眼
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
一
つ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
、
工
業
化
社
会
、
蓄

財
を
目
的
と
す
る
よ
う
な
社
会
を
生
ぜ
し
め
た
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
民
主
主
義
的
、
平
等
主
義
的
側
面
の

否
定
で
あ
る
。
ま
ず
本
章
で
は
後
者
の
側
面
を
取
り
上
げ
、
前
者
に
つ
い
て
は
次
章
で
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　
ガ
デ
ィ
ー
ユ
の
分
析
に
基
け
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
原
理
に
対
し
て
人
権
が
対
置
さ
れ
、
神
か
ら
人
間
が
自
由
に
な
る
、
独
立
す
る
と
い
う
こ
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と
が
、
そ
れ
自
体
諸
革
命
の
根
源
で
あ
り
、
社
会
秩
序
へ
の
脅
威
で
あ
る
と
い
う
共
通
の
思
考
が
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
教
に
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
神
を
恐
れ
ぬ
精
神
は
、
彼
ら
に
よ
る
と
大
革
命
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ア
ン
ジ
ェ
諺
づ
σ
q
興
の

司
教
フ
レ
ペ
ル
男
お
℃
℃
鼠
は
一
八
七
九
年
一
〇
月
二
九
日
、
ナ
ン
ト
冥
騨
簿
＄
で
「
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
法
、
あ
ら
ゆ
る
正
義
、
あ
ら
ゆ

る
道
徳
性
の
唯
一
の
源
泉
と
し
て
の
神
に
置
き
代
わ
っ
た
人
間
、
す
な
わ
ち
社
会
秩
序
に
お
け
る
宗
教
の
圧
殺
者
、
こ
こ
に
大
革
命
の
極
み
が

あ
る
偏
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
て
大
革
命
の
人
権
宣
言
や
、
ま
た
一
八
世
紀
末
の
、
ジ
ャ
ン
ー
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

患
想
が
断
罪
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
近
代
的
な
諸
々
の
自
由
権
を
中
心
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
民
主
主
義
的
原
則
が
、
そ
の
非
宗
教
化
政
策
と

と
も
に
非
難
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
、
自
由
と
秩
序
の
擁
護
者
を
自
任
す
る
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
と
違
い
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
社

会
主
義
を
一
つ
の
連
鎖
と
し
て
捉
え
、
前
者
の
行
き
着
く
所
を
後
者
に
お
い
た
。
大
革
命
と
社
会
主
義
と
を
結
び
つ
け
て
考
え
る
傾
向
は
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

帝
制
下
の
保
守
的
な
社
会
カ
ト
リ
ッ
ク
の
中
で
次
第
に
優
勢
と
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
考
え
は
ま
た
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
教

に
も
共
通
し
て
い
た
。
例
え
ば
ピ
i
司
教
は
一
八
五
九
年
＝
月
八
日
目
演
説
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
始
ま
る
非
キ
リ
ス
ト
教
化
政
策
を

非
難
し
、
神
政
政
治
を
拒
否
す
る
と
い
う
口
実
の
下
に
国
家
が
教
会
の
道
徳
的
優
越
性
を
拒
否
す
れ
ば
、
そ
れ
は
社
会
主
義
の
推
進
者
が
予
言

し
て
い
る
あ
の
「
国
家
一
神
」
　
《
国
げ
ρ
け
－
圃
）
一
①
¢
》
と
い
う
別
の
神
政
政
治
の
序
曲
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

方
は
他
の
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ヅ
ク
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
か
デ
ィ
ー
ユ
は
論
じ
て
い
る
。

　
同
様
に
正
統
王
朝
派
の
国
会
議
員
庵
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
へ
の
批
判
は
社
会
主
義
へ
の
恐
怖
と
直
結
し
て
い
た
。
ロ
ッ
ク
に
よ
る
と
彼
ら
に
と

っ
て
ま
ず
社
会
秩
序
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
非
難
さ
れ
る
の
は
中
央
集
権
国
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
国
家
の
と
る
政
策
、
例
え
ば
軍
制
改
革
や
教

育
改
革
は
名
望
家
の
影
響
力
を
衰
え
さ
せ
、
ま
た
そ
の
財
政
・
経
済
政
策
は
離
農
と
都
市
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
主
貴
族
の
地
盤
を
浸

食
し
て
い
く
。
社
会
秩
序
に
必
須
で
あ
る
名
望
家
の
衰
退
は
、
社
会
秩
序
の
最
大
の
敵
で
あ
る
急
進
主
義
者
、
社
会
主
義
者
が
伸
長
し
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

中
で
は
、
社
会
に
と
っ
て
極
め
て
危
険
な
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
社
会
主
義
を
一
つ
の
連
鎖
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
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に
対
抗
し
て
社
会
秩
序
の
守
り
手
と
し
て
の
宗
教
を
置
く
と
こ
ろ
が
ら
、
前
記
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
対
教
会
と
い
う
二
元
論
が
う
ま
れ
る
の
で
あ

る
。　

そ
し
て
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
反
革
命
性
は
、
普
仏
戦
争
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
経
て
一
層
鮮
明
に
な
る
。
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ニ
ズ
ム

は
こ
の
二
つ
の
騒
乱
、
と
く
に
後
者
の
衝
撃
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
司
教
が
殺
害
さ
れ
た
パ
リ
で
は
、
新
司
教
ギ
ベ
ー
ル

○
巳
び
①
蓉
が
、
一
八
七
三
年
四
月
一
一
日
の
教
書
の
中
で
「
現
代
の
大
き
な
傷
は
階
級
対
立
と
呼
ば
れ
る
も
の
、
と
く
に
神
を
否
定
し
社
会
秩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

序
を
否
定
す
る
教
義
偏
だ
と
述
べ
、
彼
は
社
会
不
安
の
増
大
を
恐
れ
て
以
後
一
層
緊
密
に
ロ
ー
マ
に
結
び
つ
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
非
妥

協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
内
の
極
右
的
部
分
は
、
戦
争
と
革
命
で
混
乱
し
た
社
会
秩
序
の
再
建
の
礎
と
し
て
教
皇
不
可
翠
煙
や
『
誤
謬
表
』
を
唱
道
す

る
に
至
る
。
か
く
し
て
教
皇
権
は
社
会
秩
序
を
革
命
か
ら
守
る
権
威
の
最
良
の
源
泉
と
し
て
の
位
置
を
与
え
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
第
三
共
和
制
初

頭
に
う
ま
れ
る
慈
善
・
社
会
事
業
の
組
織
・
調
整
セ
ン
タ
ー
、
　
「
カ
ト
リ
ヅ
ク
委
員
会
」
8
艮
審
ω
8
夢
島
ρ
器
。
。
が
　
「
悪
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
一
に
対
す
る
「
カ
ト
リ
ヅ
ク
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
建
設
構
想
と
し
て
浮
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

倒
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
と
正
統
主
義

　
次
に
問
題
と
す
る
の
は
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
が
政
治
行
動
・
思
想
の
上
で
、
時
代
の
流
れ
を
理
解
せ
ぬ
「
原
則
の
政
治
」
（
ダ
ン
セ
ッ

ト
）
を
具
現
し
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
の
問
題
は
白
旗
曾
ρ
噂
o
ρ
¢
げ
ξ
づ
。
に
象
徴
さ
れ
る
正
統
王
朝
へ
の
忠
誠
の
度
合

で
測
ら
れ
よ
う
。
と
い
う
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
「
王
冠
と
祭
壇
の
岡
盟
」
と
い
う
言
葉
で
表
わ
さ
れ
る
よ
う
に
、
伝
統
的
に
ブ
ル
ボ
ン
家

に
奉
仕
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
ず
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
が
浸
透
し
て
い
く
正
統
王
朝
派
の
「
道
徳
的
秩
序
」
期
に
お
け
る
政
治
行
動

で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
正
統
王
朝
派
な
い
し
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
極
反
動
性
、
政
治
的
現
実
感
覚
の
無
さ
を
証
明
す
る
典
型
的
事
件
は
ブ

ル
ボ
ン
朝
と
オ
ル
レ
ア
ン
朝
の
王
朝
合
同
の
試
み
の
時
お
こ
る
。
す
で
に
一
八
七
～
年
に
両
王
朝
合
同
に
よ
る
王
制
復
古
の
試
み
が
行
な
わ
れ
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て
い
る
が
、
と
く
に
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
の
は
、
保
守
的
共
和
制
菊
ひ
陰
ぴ
目
ρ
器
o
o
器
甘
く
鋒
層
貯
①
の
路
線
を
と
る
テ
ィ
エ
…
ル
6
ぼ
Φ
屡

内
閣
を
打
破
し
た
一
八
七
三
年
の
秋
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
奔
走
も
頑
な
に
三
色
旗
を
拒
否
し
た
ブ
ル
ボ
ン
家
の
王
位
継
承
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

者
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
。
o
白
8
富
○
ぴ
ρ
き
σ
o
乙
の
前
に
頓
挫
す
る
。

　
た
だ
し
、
す
で
に
西
川
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
王
朝
合
同
劇
に
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
同
様
、
あ
く
ま
で
反
対
し
た
の
は
正
統
王
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

派
の
代
議
士
約
二
〇
〇
昼
中
の
半
分
以
下
、
　
《
O
ゲ
①
〈
窪
－
ぴ
ひ
σ
p
2
。
。
》
と
呼
ば
れ
る
二
八
○
名
に
す
ぎ
な
い
。
ロ
ッ
ク
は
王
朝
合
同
推
進
派
を
穏

和
右
派
冨
○
α
Φ
轟
8
菊
黄
算
反
対
派
を
極
右
国
×
霞
①
B
Φ
菊
黄
葉
と
呼
ん
で
い
る
が
、
両
派
と
も
に
中
央
右
派
1
ー
オ
ル
レ
ア
ン
派
に
多
く
い

た
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
な
く
、
　
「
反
革
命
的
」
あ
る
い
は
「
保
守
的
カ
ト
リ
ッ
ク
」
だ
と
し
て
い
る
。
筆
者
も
、
王
朝
合
同
推
進
派
1
1
穏
和

右
派
の
中
に
は
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
そ
の
穏
和
右
派
も
多
く
は
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
近
か
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
で
注
図
に
価
す
る
の
は
ヴ
イ
ヨ
自
身
は
合
同
に
反
対
だ
っ
た
が
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
最
も

有
力
な
政
治
家
で
あ
る
エ
ミ
ー
ル
・
ケ
レ
ル
や
シ
ャ
ル
ル
・
シ
ェ
ヌ
ロ
ン
○
幽
谷
一
8
0
げ
①
。
。
器
δ
昌
σ
q
そ
し
て
ピ
ー
司
教
の
親
友
で
あ
る
エ
ル
ヌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

i
閃
α
露
。
巳
醇
8
巳
が
王
朝
合
岡
推
進
派
1
1
穏
和
右
派
に
属
す
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
シ
ェ
ヌ
ロ
ン
は
、
　
一
八
七
三
年
秋
の
王
朝
合
同
運

動
の
さ
い
、
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
と
会
見
し
て
、
王
制
復
古
の
た
め
に
は
、
信
教
の
自
由
、
国
民
代
議
制
、
三
色
旗
を
認
め
る
等
の
儀
牲
を
払
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ね
ば
な
ら
な
い
と
、
熱
心
に
説
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
い
う
両
派
の
態
度
の
差
異
は
一
八
七
三
年
一
一
月
に
議
会
を
通
過
す
る
大
統
領
の
任
期
を
七
年
に
延
期
す
る
い
わ
ゆ
る
セ
ブ
テ
ナ

ω
①
讐
①
二
階
法
を
め
ぐ
っ
て
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
法
律
は
、
王
朝
合
同
運
動
の
挫
折
後
、
次
第
に
保
守
的
な
共
和
制
の
維
持
・
確
立
に

向
う
オ
ル
レ
ア
ン
派
、
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
が
推
進
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
少
く
と
も
当
分
の
間
は
共
和
制
を
認
め
、
結
果
的
に
は
共
和

制
の
確
立
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
セ
ブ
テ
ナ
法
に
対
し
合
同
推
進
派
一
穏
和
右
派
は
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
に
妥
協
し
て
、

ま
だ
王
棚
復
古
の
機
会
が
留
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
支
持
す
る
。
こ
の
穏
和
右
派
の
行
為
を
汚
な
い
取
り
引
き
と
非
難
す
る
声
が
合
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

反
対
派
1
1
極
右
派
の
中
か
ら
上
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
七
五
年
、
第
三
共
和
制
に
法
的
基
礎
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
一
連
の
憲
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法
諸
法
が
中
央
左
派
、
す
な
わ
ち
オ
ル
レ
ア
ン
派
か
ら
共
和
制
支
持
へ
転
じ
た
部
分
と
中
央
右
派
の
協
力
に
よ
り
成
立
す
る
。
こ
の
憲
法
体
制

　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
「
名
な
し
の
王
制
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
保
守
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
正
統
王
朝
派
は
こ
の
諸
法
に
強
硬
に
反
対
し
て
い
た
。
だ
が
、
こ
こ

で
も
刮
目
に
価
す
る
の
は
穏
和
右
派
の
議
員
の
中
に
、
憲
法
諸
法
の
通
過
後
、
共
和
制
の
枠
組
を
認
め
、
そ
の
中
で
活
動
し
よ
う
と
す
る
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

が
増
加
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
例
は
、
ま
た
も
エ
ミ
…
ル
・
ケ
レ
ル
で
あ
る
。
彼
は
一
八
七
五
年
七
月
、
国
民
議
会
で
「
全
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

の
キ
リ
ス
ト
教
的
、
保
守
的
な
勢
力
お
よ
び
原
理
を
擁
護
す
る
基
礎
と
し
て
の
憲
法
の
領
域
を
受
け
入
れ
」
る
と
述
べ
た
と
い
う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ロ
ッ
ク
は
正
統
王
朝
派
内
に
は
、
正
統
王
朝
の
復
活
を
教
会
と
道
徳
的
秩
序
の
防
衛
に
と
っ
て
必
須
条
件
と
す
る
政
治

的
非
妥
協
派
と
、
教
皇
権
の
防
衛
に
努
力
を
集
中
し
、
信
仰
を
擁
護
す
る
よ
う
な
体
制
な
ら
ど
ん
な
も
の
で
も
受
け
入
れ
る
用
意
の
あ
る
オ
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

！
チ
ュ
ニ
ス
テ
ィ
ク
な
グ
ル
ー
プ
と
が
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
の
主
張
は
や
や
図
式
的
と
は
考
え
る
が
、
と
も
か
く
正
統
王
朝
派
の

中
に
も
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
の
主
義
・
原
則
に
対
し
比
較
的
自
由
で
あ
り
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
行
動
し
た
部
分
の
存
在
は
確
認
で
き
る
の
で
あ

る
。
残
っ
て
い
る
課
題
は
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
、
あ
る
い
は
傾
向
が
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
っ
て
よ
り
本
質
的
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
正
統
王
朝
派
は
元
来
ガ
リ
カ
ニ
ズ
ム
σ
q
巴
一
一
＄
巳
。
。
轟
Φ
（
国
家
教
会
主
義
）
に
立
ち
、
正
統
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

朝
派
内
に
教
皇
至
上
権
主
義
が
優
勢
と
な
る
の
は
第
二
帝
制
、
と
く
に
六
〇
年
代
以
降
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宗
教
上
は
　

八
七
〇
年
代
の
正
統
主
義
は
旧
来
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
は
必
ず
し
も
常

に
ブ
ル
ボ
ン
家
に
忠
誠
を
誓
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
た
る
ヴ
イ
ヨ
の
政
治
的
軌
跡
を
見

れ
ば
わ
か
る
。
彼
は
第
二
帝
制
期
で
は
一
八
五
〇
年
代
末
ま
で
熱
心
な
帝
制
支
持
派
で
あ
り
、
こ
の
点
で
彼
の
率
い
る
『
ユ
ニ
ヴ
ェ
ー
ル
』
紙

は
『
ユ
ニ
オ
ン
』
紙
卜
、
§
鰍
§
の
よ
う
な
「
忠
誠
の
陰
諾
な
美
徳
と
こ
の
世
の
あ
り
の
ま
ま
を
見
る
時
の
一
種
の
憂
繕
に
よ
っ
て
正
統
王
朝

支
持
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
」
正
統
王
朝
派
の
新
聞
と
は
違
っ
て
い
た
。

　
ヴ
イ
ヨ
自
身
は
さ
ら
に
政
治
体
制
に
対
し
て
は
繋
る
程
度
便
宜
主
義
的
と
も
い
え
る
態
度
を
示
し
た
。
第
二
帝
鰯
に
対
し
て
は
一
八
六
七
年
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以
後
再
び
支
持
に
回
り
、
共
和
制
に
対
し
て
さ
え
一
八
四
八
年
の
数
ヶ
月
間
と
一
八
七
一
年
の
数
週
間
、
こ
れ
を
認
知
し
た
の
で
あ
る
。
す
で

に
一
八
四
〇
年
に
あ
る
正
統
正
朝
派
貴
族
に
「
ゆ
り
の
花
〔
ブ
ル
ボ
ン
家
の
象
徴
一
筆
者
〕
を
忘
れ
よ
う
。
十
字
架
万
歳
」
と
書
き
送
っ
て
い
る

ヴ
イ
ヨ
は
、
繰
り
返
し
フ
ラ
ン
ス
が
エ
ジ
プ
ト
か
ら
出
る
こ
と
、
　
「
脱
フ
ァ
ラ
オ
舌
偏
《
象
℃
げ
鶏
ρ
o
＄
畝
。
コ
》
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
主
張
し

た
と
言
う
。
そ
う
い
う
彼
が
「
道
徳
的
秩
序
」
期
に
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
を
支
持
す
る
の
は
伯
が
キ
リ
ス
ト
教
王
国
の
理
想
を
体
現
し
て
い
た
か

　
　
　
　
母
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ら
で
あ
っ
た
。
彼
は
何
よ
り
も
ま
ず
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
と
尋
筒
え
よ
う
。
ヴ
イ
ヨ
だ
け
で
は
な
い
。
司
教
団
の
中
で
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ

ム
を
代
表
す
る
ピ
i
司
教
も
、
王
党
派
的
心
情
は
持
ち
な
が
ら
も
政
府
の
形
態
に
対
し
て
は
柔
軟
性
を
保
ち
、
共
和
制
の
批
判
も
原
則
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
．

批
判
で
は
な
く
、
経
験
の
名
に
お
い
て
行
っ
た
と
い
う
。

　
要
す
る
に
、
ル
イ
・
ヴ
イ
ヨ
ら
は
王
党
主
義
か
ら
少
く
と
も
一
定
の
距
離
を
保
と
う
と
し
て
お
り
、
ヶ
レ
ル
や
シ
ェ
ヌ
ロ
ン
の
先
に
見
た
政

治
行
動
は
こ
の
傾
向
と
何
ら
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
当
時
に
お
い
て
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
と
正
統
王
朝
派
は
深
く
絡
み
合
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

お
り
、
ま
た
地
方
で
の
聖
職
者
の
最
大
の
同
盟
者
が
旧
貴
族
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実
で
あ
る
。
だ
が
教
会
は
伝
統
的
に
正
統
王
朝

に
忠
実
で
あ
り
、
地
方
に
あ
っ
て
は
貴
族
に
奉
仕
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ル
イ
・
ヴ
イ
ヨ
ら
の
態
度
は
意
義
深
く
、
革
新
的
と
も
い
え

よ
う
。

70 （220）

　
以
上
か
ら
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
と
は
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
勢
力
と
い
う
よ
り
は
、
一
八
四
八
年
革
命
以
来
の
社
会
不
安
、
社
会
革
命

へ
の
恐
怖
の
中
で
成
長
し
て
い
く
勢
力
で
あ
り
、
権
威
主
義
的
・
反
民
主
主
義
的
性
格
に
お
い
て
極
だ
つ
反
革
命
、
反
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
勢

力
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
付
言
す
れ
ぱ
、
純
粋
な
王
党
派
で
は
な
く
、
体
制
に
つ
い
て
は
柔
軟
な
姿
勢
を
持
ち
、
宗
教
的
利
害
を
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

底
と
す
る
反
革
命
派
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
共
和
制
を
も
是
認
す
る
要
素
を
持
っ
て
い
た
点
は
、
そ
の
鋭
ど
い
社
会
革
命
へ
の
危
機
意
識
と
と

も
に
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
同
時
代
性
の
裏
わ
れ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
③
　
酉
川
、
前
掲
書
、
～
七
一
～
九
頁
、
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
℃
『
巴
。
章
。
》
ら
凡
、
9
、
で
剛
）
．
鱒
心
一
－
硲
。
島
．
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の
　
〉
奉
峠
ぎ
§
・
ミ
こ
℃
℃
．
。
っ
。
。
占
一
（
邦
訳
、
一
〇
一
一
一
〇
二
頁
）
。
〉
」
ゑ
零
幽
7

　
閂
。
二
戸
力
仙
3
9
三
讐
謡
㌃
～
ミ
鷲
ヘ
ミ
ミ
ミ
ミ
帆
9
讐
、
、
ミ
、
ミ
§
偽
’
け
．
し
○
、
、
ミ

　
㌧
奪
、
。
冬
ヘ
ミ
・
、
§
～
篭
ミ
㍉
ミ
」
ヴ
聲
ニ
ジ
一
り
⑦
ロ
ニ
）
同
ソ
鵯
O
－
ω
鳶
．
な
お
『
誤
謬
養
瓢
は

　
同
時
に
正
統
王
朝
派
の
最
良
の
思
想
体
系
を
な
し
て
い
た
と
い
わ
れ
ろ
。
　
ヵ
曾
で

　
9
邑
、
、
）
δ
無
目
、
目
）
■
お
9

④
　
教
皇
不
可
謬
権
と
は
、
潔
ー
マ
教
皇
が
信
仰
教
義
の
決
定
ま
た
は
道
徳
上
の
指

　
導
を
行
う
場
合
、
不
可
謬
で
あ
り
、
教
皇
の
こ
の
よ
う
な
決
定
は
教
会
の
同
意
を

　
必
要
と
せ
ず
、
不
可
変
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
不
可
衆
口
宜
言
に
よ

　
り
、
教
皇
絶
対
主
義
は
強
化
さ
れ
「
中
央
集
権
主
義
は
完
全
な
も
の
と
な
」
る
。

　
〉
弓
O
仲
曽
ノ
O
特
■
も
蹄
；
唱
．
一
〇
鱒
（
邦
訳
、
　
一
　
一
五
－
一
　
｝
｛
ハ
頁
）
。

⑤
　
例
え
ば
プ
レ
ロ
も
雰
妥
協
…
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
カ
ト
リ
ッ
ク
反
自
由
主
義

　
9
・
夏
一
一
ぴ
曾
巴
量
づ
O
O
㊤
仲
ぎ
犀
駐
δ
と
性
格
づ
け
て
い
る
が
反
近
代
と
は
形
容
し

　
て
い
な
い
。
勺
『
艶
0
8
愚
．
唖
聾
則
ソ
舘
“
．

⑥
U
§
も
・
Φ
馨
ρ
。
》
ミ
‘
唱
》
9
。
。
蜀

⑦
　
一
八
四
五
年
に
創
立
の
新
興
修
道
会
、
ア
ソ
ン
プ
シ
ォ
ン
会
は
当
時
イ
エ
ズ
ス

　
会
と
な
ら
ん
で
代
表
的
な
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
修
道
会
。
　
八
七
〇
年
代

　
初
め
、
鉄
道
を
使
っ
て
巡
礼
者
を
大
量
に
ル
ル
ド
へ
連
れ
て
い
っ
た
の
は
こ
の
修

　
道
会
で
あ
る
。
ま
た
一
八
八
三
年
に
は
日
刊
紙
『
ク
ロ
ワ
』
野
駆
G
δ
慧
を
創
刊
し

　
て
い
る
。
ピ
舞
お
籠
。
♀
誹
議
δ
諸
口
。
感
ミ
三
唱
膨
お
甲
お
ω
．
『
ク
ロ
ワ
』
は
一

　
八
八
九
年
か
ら
は
一
〇
万
を
越
す
読
者
を
持
ち
、
有
力
な
大
衆
紙
と
し
て
成
長
し

　
て
い
る
。
稲
葉
三
千
雄
、
　
『
ド
レ
フ
ユ
ス
事
件
と
ゾ
ラ
ー
抵
抗
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

　
ズ
ム
』
青
木
書
店
、
一
九
七
九
年
、
七
四
－
七
五
頁
。

⑧
竃
．
国
．
＜
h
8
マ
ρ
《
霞
ω
8
岸
Φ
筍
罵
α
q
δ
島
。
8
三
ω
8
マ
⑦
℃
o
賦
陣
β
g
～
γ

　
誉
曽
§
、
野
良
9
9
”
刈
。
雪
愚
①
当
。
ω
甘
一
＝
薄
－
ω
瑠
け
㊦
ヨ
耳
ρ
一
㊤
認
、
℃
マ
G
。
。
。
α

　
l
Q
。
Q
。
o
。
・

⑨
頃
鱒
轟
く
ざ
。
》
ミ
．
㌔
齢
■
b
。
㌧
℃
’
嵩
◎
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
ペ
ン
サ
…
は
ヴ
イ
ヨ

　
の
思
想
に
は
田
舎
じ
み
た
も
の
は
何
も
な
く
、
ま
た
彼
だ
け
が
反
教
権
主
義
の
攻

　
撃
に
反
撃
で
き
る
能
力
を
持
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
ろ
。
　
で
三
｝
号
っ
っ
℃
Φ
＝
。
。
ご

　
ぎ
、
ミ
雛
ゆ
、
、
ミ
讐
、
ミ
、
ミ
ミ
ミ
鳶
ミ
ミ
事
裳
9
＜
＜
o
「
ぎ
お
蟄
二
）
｝
ソ
ト
。
一
7
P
｝
b
。
．

⑩
　
鍔
ヨ
訟
。
剛
〈
o
＝
o
二
卜
．
き
さ
ミ
ミ
§
へ
、
窺
・
リ
ヘ
へ
聴
ミ
ミ
謎
ミ
ミ
、
塁
＼
・
、
械
ミ
魯
塁

　
含
ミ
Q
。
O
ミ
こ
碍
、
諸
”
～
、
、
周
、
ミ
職
ミ
、
等
ミ
、
へ
、
罵
り
現
認
一
。
。
O
ρ
開
）
一
∀
．
8
凸
卜
。

　
。
ま
剛
）
鴛
囲
ギ
驚
。
♂
ミ
・
マ
“
、
、
9
こ
）
・
霧
ρ
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
教
の
中
に

　
も
こ
う
い
う
一
一
元
論
的
発
想
は
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
る
。
9
乙
㎞
瓢
Φ
’
愚
・
ミ
ニ
戸

　
ご
℃
や
α
ρ
⑦
①
を
見
よ
。

⑬
Ω
6
ぞ
ざ
愚
．
ミ
‘
導
払
O
。
。
刈
山
O
。
。
。
。
き
g
（
ω
）
．

⑫
　
一
　
○
∩
）
名
の
正
統
王
朝
講
中
、
自
由
業
四
〇
・
五
％
（
内
、
法
律
家
一
五
％
）
、

　
商
工
業
者
一
五
・
五
％
上
紙
、
株
式
会
遇
経
鴬
七
・
五
％
）
、
為
業
技
術
者
一
・

　
五
％
、
地
主
闘
一
一
％
、
分
類
不
能
○
・
五
％
。
但
し
地
主
で
あ
っ
て
も
働
口
に
他

　
の
職
業
を
営
ん
で
い
る
者
は
地
主
以
外
の
職
業
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
株

　
式
会
社
の
経
営
者
と
は
会
祉
の
重
役
会
に
属
す
者
を
指
す
。
謁
〇
一
）
o
碁
〉
．
い
。
簿
ρ

　
、
鳶
§
遵
卜
粛
ミ
｝
ミ
無
恥
§
ミ
球
偽
、
o
ミ
帖
覇
ミ
旨
§
ミ
N
O
｝
、
織
ミ
慧
き
馬
肉
ミ
昔

　
§
篤
ミ
葡
竜
鴛
ミ
費
℃
「
言
8
仲
o
H
ご
お
ゴ
噛
つ
一
塁
■

⑬
N
ミ
3
署
」
お
占
墨
引
。
。
－
＝
り
凸

⑭
　
Ω
築
三
ρ
愚
・
ミ
・
、
蛭
ど
℃
℃
．
認
ム
。
。
、
袋
－
曾
．
ピ
ー
司
教
は
人
聞
の
権
利
と

　
神
の
権
利
を
対
立
的
に
考
え
て
い
た
。
ま
た
ド
・
カ
プ
リ
エ
ー
ル
は
司
教
区
儒
者

　
に
あ
て
た
一
八
七
五
年
一
月
二
七
日
目
圏
旬
節
の
教
書
の
中
で
、
政
治
的
無
秩
序

　
は
精
神
の
鯉
川
放
の
直
接
の
結
果
で
あ
り
、
　
「
秩
序
に
対
す
る
反
乱
老
」
が
天
啓
宗

　
教
に
服
す
れ
ば
秩
序
は
戻
る
と
述
べ
た
。
き
ミ
ニ
↓
」
”
署
・
お
。
。
ぬ
。
。
心
．

⑮
U
霞
。
ω
隻
p
§
’
ミ
‘
署
．
A
β
8
。
。
．

⑯
O
巴
ヨ
ρ
。
》
ミ
‘
鉾
押
℃
℃
』
ω
山
骨
よ
伊

⑰
い
。
簿
ρ
。
》
ミ
■
、
℃
℃
．
嶺
窃
占
『
鱒
．
し
た
が
っ
て
、
地
方
分
権
が
正
統
王
朝
派

　
固
有
の
政
治
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
　
「
道
徳
的
秩
序
」
期
、
パ
リ
・

　
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
深
く
動
揺
し
て
、
彼
ら
は
地
方
分
権
の
要
求
を
後
退
さ
せ
、
社
会

　
革
命
を
防
止
す
る
た
め
に
中
央
集
権
圏
家
が
強
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
賞
讃
す
る
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に
至
る
。
奪
ミ
噛
℃
や
ミ
ト
。
㌧
お
Q
ひ
■
こ
の
変
化
を
見
て
も
わ
か
る
と
お
り
、
正
統

　
王
朝
派
が
最
も
恐
れ
て
い
た
の
は
革
命
的
社
会
集
団
の
活
動
で
あ
っ
た
。

⑱
勺
9
巳
騨
。
当
無
ρ
《
O
帥
夢
巳
一
。
討
白
・
g
ヨ
。
5
δ
嘗
。
暮
。
餌
く
鼠
興
α
。
×
囲
×
・

　
ω
δ
o
［
臼
一
、
簿
凱
ε
α
①
O
o
｝
．
超
房
8
℃
㌶
》
噛
』
§
一
ミ
ミ
句
馬
ミ
恥
。
無
ミ
”
コ
。
鰹
℃
o
o
け
．

　
ム
伽
ρ
一
り
0
9
勺
ワ
ω
。
。
ゐ
O
．

⑲
　
ガ
デ
ィ
ー
ユ
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
ネ
オ
ー
ー
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
　
幕
9
巳
貯
㌣

　
9
0
二
巴
口
ω
と
呼
ん
で
、
よ
り
穏
和
な
ピ
ー
司
教
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
区

　
型
し
て
い
る
。
司
教
団
中
に
約
二
〇
名
存
在
（
ピ
ー
派
は
約
五
〇
名
）
。
O
盆
三
P

　
o
》
死
馬
こ
け
押
℃
．
滋
P

⑳
奪
ミ
》
．
ど
毛
染
b
。
。
。
山
卜
。
り
．

⑳
　
誕
中
傷
5
♪
愚
．
鼠
牒
こ
戸
卜
。
℃
①
O
よ
b
。
．

＠
　
ロ
ッ
ク
の
晶
朋
掲
霧
の
巻
末
》
℃
℃
①
嵩
α
身
”
ピ
①
α
q
禦
ぎ
凱
ω
け
U
o
℃
二
凱
ω
ω
富
窪
回
①

　
豊
津
鉱
。
昌
巴
〉
湯
¢
露
σ
ぞ
o
h
富
刈
一
の
リ
ス
ト
に
よ
る
と
一
　
○
一
名
、
他
方
グ
オ

　
一
は
一
八
二
名
と
し
て
い
る
。
極
右
派
を
何
名
と
る
か
も
含
め
正
統
王
朝
派
の
議

　
員
数
自
体
が
一
つ
の
研
究
史
を
な
し
て
い
る
。
い
o
o
詳
ρ
o
》
竃
計
℃
℃
．
Q
。
？
ω
ご

　
Ω
o
爵
三
r
o
》
鼠
鳳
こ
㍗
課
■

⑱
b
o
。
｝
＾
。
℃
§
．
ミ
．
℃
毛
．
銀
－
。
。
ρ

㊤
　
西
川
氏
は
正
統
王
刺
派
貴
族
の
中
の
穏
和
派
は
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
と
さ
れ
る
。

　
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
を
含
ま
ず
貴
族
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
が
重
要
な
の
か
も
し
れ

　
な
い
が
、
疑
が
依
拠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
マ
ユ
ー
ル
、
プ
レ
ロ
は
貴
族
に
限
定

　
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
両
者
と
も
文
章
を
読
ん
だ
限
り
で
は
王
朝
合
同
推
進
派
が

　
自
慮
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
と
は
断
言
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
本

　
稿
で
は
自
・
田
カ
ト
リ
ッ
ク
の
機
雲
紙
『
コ
レ
ス
ポ
ン
ダ
ン
』
が
｝
八
七
五
年
憲
法

　
成
立
に
あ
た
っ
て
果
し
た
役
割
と
、
正
統
王
朝
派
が
穏
和
な
部
分
も
含
め
、
成
立

　
時
に
は
こ
の
憲
法
に
反
対
し
て
い
た
と
い
う
事
実
、
ま
た
「
道
徳
的
秩
序
扁
期
に

　
は
正
統
王
朝
派
の
新
聞
の
中
に
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
の
新
聞
は
諾
い
出
し
が
た
い
こ

　
と
、
等
に
よ
り
正
統
王
朝
派
の
中
の
穏
和
右
派
と
呼
ば
れ
る
身
分
も
ウ
ル
ト
ラ
モ

　
ソ
タ
ソ
主
体
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
西
川
氏

　
の
労
う
「
徹
底
し
た
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
繊
月
ズ
ム
の
立
場
を
と
ら
な
い
」
者
の
存
在

　
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
（
本
章
註
⑳
を
参
照
）
。
西
川
、
前
掲
書
、
四
六
－

　
四
八
頁
。
　
一
①
四
聖
－
重
層
ユ
①
ジ
貞
帥
冤
。
鐸
さ
　
ト
聖
目
b
駄
曾
嵐
砺
叙
馬
　
ミ
」
、
N
恥
　
葡
§
農
魯
款
Q
袋
馬

　
（
N
偽
N
N
－
N
恥
℃
◎
Q
）
℃
℃
鎚
岳
弘
㊤
刈
G
。
、
題
．
観
占
ご
牢
蝕
9
愚
．
“
罫
電
．
ω
ど
ミ
9

　
Ω
四
＆
①
】
W
o
＝
彗
σ
q
o
び
智
o
ρ
き
O
a
o
o
ぎ
幹
①
け
ρ
。
一
．
（
G
。
ω
．
一
僧
α
狩
α
o
）
、
ミ
無
ミ
詫

　
偽
§
“
義
㌃
§
登
辱
、
塁
亀
》
§
竃
ミ
題
（
以
下
、
当
石
題
恥
》
§
ミ
ミ
題
と
略
す
y
ρ

　
ω
”
謎
ご
霞
ミ
9
一
㊤
謡
、
℃
℃
．
一
Q
。
ひ
。
占
◎
。
O
■

⑯
ω
℃
①
p
8
び
愚
■
ミ
こ
や
ト
。
心
ご
Ω
餌
飢
三
ρ
。
》
ミ
こ
戸
γ
℃
．
野
。
㊤
①
凸

⑳
い
。
。
ξ
㌧
。
笹
ミ
「
、
毛
．
黛
1
し
。
U
旧
び
①
8
岩
Φ
8
。
》
ミ
‘
唱
■
b
。
一
。
。
．

⑳
自
貧
傍
、
ざ
。
賢
ミ
．
」
．
b
。
㌧
℃
や
O
O
占
b
。
凸
シ
ェ
ヌ
ロ
ン
と
ケ
レ
ル
は
前
記
カ
ト

　
リ
ッ
ク
委
員
会
の
全
国
大
会
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
火
面
」
0
9
σ
q
話
ω
。
ρ
昏
。
一
一
ρ
器
の

　
二
大
推
進
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
委
員
会
は
多
く
の
県
で
組
織
さ
れ
、

　
そ
の
存
続
期
間
は
た
い
て
い
短
期
で
は
あ
っ
た
が
、
地
方
の
正
統
王
朝
派
名
塾
家

　
の
有
数
の
活
動
手
段
と
な
っ
た
。
Ω
9
巳
二
ρ
§
．
ミ
；
け
．
押
℃
℃
■
悼
島
歯
恥
冷

　
い
①
＄
葺
δ
け
㌧
愚
■
9
計
℃
や
ら
。
O
①
1
8
S

⑳
　
セ
ブ
テ
ナ
法
は
デ
ュ
パ
ン
ル
ー
自
身
に
よ
っ
て
議
会
に
繰
へ
嵐
さ
れ
た
。
Ω
ρ
岳
〒

　
一
ρ
愚
．
9
妹
；
け
鮒
や
G
。
0
9

⑳
豪
諺
o
a
”
簿
ミ
馬
篭
ミ
§
“
馬
慧
㌔
§
§
嵩
虜
よ
馬
沖
け
．
卜
。
層
詳
器
、

　
ド
㊤
＄
噛
℃
．
ω
O
b
こ
．

⑳
い
。
鼻
p
§
・
ミ
．
層
℃
誌
9

⑳
二
丁
。
民
℃
ミ
馬
篭
、
ミ
喝
暴
℃
．
ω
ω
卜

⑳
　
正
統
王
朝
派
と
中
央
右
派
と
を
ど
こ
で
区
分
す
る
か
は
～
っ
の
問
題
で
あ
る
が
、

　
グ
オ
ー
は
｝
八
七
五
年
一
　
月
二
三
日
、
議
会
で
の
憲
法
全
体
に
つ
い
て
の
投
票
行

　
動
を
ひ
と
つ
の
基
準
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
～
八
二
名
の
正
統
王
朝
派
は
極

　
異
派
も
含
め
こ
の
憲
法
に
反
対
し
、
こ
の
点
で
中
央
右
派
と
一
線
を
画
す
。
O
o
－

　
奉
三
倉
。
》
画
引
冨
）
．
一
α
高
。
。
．
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⑳
い
。
鼻
ρ
愚
．
ミ
こ
宅
．
ト
っ
。
。
追
申
ω
b
。
．

⑭
Ω
篇
。
。
5
＜
。
Ω
二
二
霞
。
賞
晦
噛
ミ
馬
き
、
ミ
（
N
偽
吋
叱
一
N
鶏
O
◎
）
、
9
脚
§
、
ミ
葛
§

　
§
糺
岩
膚
亀
　
↓
ミ
識
。
越
ミ
恥
二
色
遷
勘
忍
ミ
黎
勺
曽
二
ρ
一
り
吋
卜
Q
㌧
唱
．
卜
σ
①
貯
ぴ
o
o
犀
ρ

　
帖
ミ
鉢
噛
㍗
b
o
g
Q
一
国

⑮
　
N
ミ
斜
や
藤
Q
◎
．

⑯
　
彼
ら
の
全
て
が
過
激
な
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
の
運
動
に
従
っ
た
わ
け
で
は
な
か

　
つ
た
。
例
え
ば
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
に
大
聖
堂
（
サ
ク
レ
・
ク
ー
ル
寺
院
）
を
建
設

　
す
る
こ
と
を
国
昆
議
会
は
認
め
る
が
、
法
律
に
聖
心
へ
の
僑
心
を
書
き
こ
む
こ
と

　
は
　
〇
三
対
二
六
一
　
で
翻
下
し
て
い
る
　
（
一
八
七
三
年
七
月
二
三
日
）
。
こ
の
議

　
決
の
晦
、
中
央
窟
派
と
穏
和
な
正
統
王
朝
派
は
棄
権
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
棄
権

　
し
た
正
統
王
朝
派
の
中
に
は
、
例
え
ば
、
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
の
地
方
紙
経
営
者
、

　
岡
晦
に
司
教
ド
・
カ
ブ
リ
エ
…
ル
の
同
窓
で
あ
る
ル
イ
開
戸
ュ
ー
マ
・
バ
ラ
ニ
ョ

　
ン
い
〇
三
ω
－
累
¢
日
㊤
じ
ロ
曽
影
σ
q
言
昌
が
い
た
。
ま
た
聖
心
信
心
へ
の
言
及
を
法
文
か

　
ら
削
除
す
る
こ
と
に
は
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
パ
リ
大
司
教
ギ
ベ
ー
ル
の
陶
意

　
が
あ
っ
た
と
言
う
。
Ω
㊤
耳
8
一
鵠
窪
。
霞
蒙
、
ミ
乳
。
切
戸
ミ
智
、
ミ
嚇
§
S
ミ
§
胸
－

　
特
ミ
ミ
謹
（
謎
ご
一
貫
8
Y
件
．
躍
”
卜
急
、
蔵
恥
ミ
§
＆
糺
寒
噛
｝
ミ
浮
き
ミ
』
§
ら
－
騨
§
－

　
ぎ
ざ
ト
．
睡
簿
ミ
ミ
甘
ミ
。
ミ
鳶
ミ
Q
㌧
一
8
9
℃
℃
9
“
？
G
。
9
い
o
o
p
昌
＝
簿
、
o
》
亀
、
9
”

　
℃
や
b
。
O
Q
。
1
誠
ご
嵩
9
慰
く
メ
尋
．
9
澄
浄
．
押
や
墜
。
ご
O
騨
象
一
一
ρ
o
＞
皇
野
陛
．
押

　
℃
や
ミ
◎
卜
⊃
Q
。
ド

⑳
　
ガ
デ
ィ
…
ユ
は
六
〇
年
代
以
降
、
伝
統
的
王
制
の
支
持
者
は
ま
す
ま
す
宗
教
防

　
衛
の
立
場
に
結
び
つ
い
て
い
き
、
宗
教
的
基
礎
を
も
つ
「
ネ
オ
闘
レ
ジ
テ
ィ
ミ
ス

　
ム
」
鼠
9
尿
α
q
三
B
三
婆
Φ
が
生
ま
れ
た
と
説
い
て
い
る
。
O
ρ
象
犀
ρ
o
》
ミ
■
、
骨

　
斜
や
ト
。
O
伊
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
ガ
フ
は
第
二
帝
制
期
、
ピ
ー
司
教
の
下
で
、
カ
ト

　
リ
ッ
ク
と
正
統
王
朝
派
の
全
蒔
絵
セ
ン
タ
ー
と
化
す
西
都
ヴ
ィ
エ
ン
ヌ
県
の
政
治

　
状
況
を
取
り
上
げ
た
論
文
の
中
で
、
第
二
霧
雲
の
評
緬
を
め
ぐ
っ
て
僧
侶
と
正
統

　
王
朝
派
が
対
立
し
、
両
者
の
問
に
溝
が
で
き
た
後
、
μ
i
マ
問
題
が
深
刻
化
す
る

　
一
八
五
九
年
に
な
っ
て
、
完
全
に
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
正

　
統
里
朝
派
と
、
完
全
に
は
正
統
王
朝
派
で
は
な
い
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
と
の
和
解

　
が
成
立
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
〉
器
鉱
嵩
O
o
⊆
σ
q
貫
、
、
ゴ
δ
0
8
艶
9
ω
ヨ
℃
9
h
－

　
鉱
。
ω
、
じ
6
一
ω
7
0
℃
窯
①
．
ω
0
9
ヨ
℃
巴
α
q
⇒
跨
σ
q
蝕
器
け
島
①
表
目
①
9
自
夢
0
2
9
q
一

　
〇
舞
げ
。
＝
鼠
ω
ヨ
曽
昌
O
い
ぴ
興
㊤
一
ご
d
o
訂
p
℃
震
凱
ω
ヨ
簿
勺
。
＃
h
⑦
『
。
。
傭
罎
笹
σ
q
筈
。
ω
①
－

　
8
ロ
O
図
き
管
話
．
．
、
日
げ
8
鐸
①
N
①
置
一
諄
（
α
9
）
、
O
ミ
ミ
請
騎
一
口
巾
㌔
悉
謹
蕎
吻
8
ミ
い
・
㌧

　
臥
ミ
詩
、
ミ
驚
ミ
旨
ミ
竜
肉
様
裳
ミ
ミ
ミ
胆
ミ
ミ
き
ミ
㌃
焼
§
馬
註
ミ
ミ
鳳
題
ミ
魯
6
馬
ミ
ミ
尉
ざ

　
い
。
コ
α
o
P
H
O
¶
9
℃
や
一
ω
O
；
慰
Q
。
．
ダ
ン
セ
ッ
ト
も
ケ
ラ
…
の
よ
う
な
正
統
王
軟
派

　
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
べ
き
者
と
、
ベ
ル
カ
ス
テ
ル
し
ご
㊦
汀
p
ω
－

　
叶
鉱
の
よ
う
な
「
純
粋
状
態
」
の
正
統
王
朝
派
と
を
区
別
し
て
い
る
。
∪
即
霧
。
簿
9

　
0
》
ミ
、
こ
や
ω
ぬ
．

⑳
　
切
①
＝
巴
茜
①
さ
O
＆
o
o
げ
9
戸
主
■
（
伍
。
。
．
胤
。
一
門
巳
属
．
0
9
y
軍
書
題
馬
さ
、
ミ
竃
ミ
招
貯

　
ト
ニ
旧
b
馬
嵩
賦
日
誌
N
ト
一
り
①
ρ
℃
℃
．
卜
o
O
Q
。
凸
ゆ
O
．

⑳
　
旨
9
8
煽
窃
O
僧
蝕
犀
ρ
《
〉
纂
。
¢
『
α
㊦
い
。
＝
暑
く
①
ξ
＝
o
け
簿
α
①
一
”
q
巳
く
。
屡
y

　
O
匙
ミ
胴
亀
乱
．
霞
帖
亀
ミ
挙
什
．
一
P
一
8
ρ
℃
唱
マ
b
σ
Q
。
O
凸
θ
。
一
．

⑩
9
．
団
話
曾
。
急
く
。
ヨ
h
9
．
㌧
卜
。
ミ
恥
評
ミ
ミ
礼
．
ぎ
ミ
｝
§
、
こ
ミ
漉
き
馬
、
“
ミ
㍗

　
§
旨
噛
夕
霞
β
曾
傷
α
．
一
露
．
ひ
唱
℃
．
ω
お
一
も
。
α
①
．
タ
ヴ
ェ
ル
ニ
エ
は
ヴ
イ
ヨ
の
秘
書

　
を
務
め
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
ヴ
イ
ヨ
の
姪
を
要
に
迎
え
て
い
る
人
物
。
い
わ
ば

　
側
近
の
証
雷
で
あ
る
。

⑨
O
巴
三
ρ
息
．
ミ
・
み
9
押
℃
．
も
。
9

⑫
西
川
、
前
掲
護
、
四
〇
頁
、
参
照
。

⑲
　
ガ
デ
ィ
ー
ユ
、
　
マ
ユ
ー
ル
は
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
を
カ
ト
リ
ッ
ク
党
窯
昌
鑑

　
o
纂
｝
δ
巨
星
δ
創
設
へ
の
志
向
を
も
つ
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
　
マ
ユ
ー
ル
は
さ

　
ら
に
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
強
弱
の
度
合
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
け
る
カ

　
ト
リ
ッ
ク
党
の
成
否
を
説
明
す
る
要
因
に
あ
げ
て
い
る
。
O
簿
〔
躍
一
一
ρ
ヘ
ミ
ト
ミ
‘
｝
）
■

　
㈹
Q
。
ご
一
雪
コ
ー
竃
満
ユ
。
竃
3
、
〇
二
び
b
騎
手
M
、
、
～
塁
偽
ミ
ぎ
、
心
ミ
軌
昏
ミ
気
駄
ミ
。
ミ
ミ
蝕

　
き
ミ
こ
こ
§
恥
k
、
ン
ぜ
」
誤
貸
亀
讐
、
塁
、
一
〇
Q
。
O
㌧
謹
冒
巳
α
押
Q
。
駆
’

＠
　
　
「
道
徳
的
秩
序
」
期
に
お
い
て
、
正
統
王
朝
派
は
「
王
舗
後
釜
」
よ
り
も
「
反

（223）73



革
命
」
で
表
わ
さ
れ
ろ
シ
ス
テ
ム
を
好
ん
だ
と
い
う
。
　
閑
α
影
9
回
3
b
§
ミ
．
ワ

一
も
。
笥
．

74　（224）

三
　
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
と
工
業
化
時
代
の
民
衆

（一一）

工
業
化
と
非
妥
協
的
力
ト
り
ッ
ク

　
次
に
工
業
化
へ
の
対
応
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
は
工
業
化
に
対
し
て
か
な
り
批
判
的
で
あ

っ
た
。
工
業
化
へ
の
批
判
は
論
理
的
に
は
正
統
王
朝
派
地
主
の
立
場
か
ら
の
も
の
　
　
自
ら
の
支
配
基
盤
の
工
業
化
に
よ
る
動
揺
に
由
来
す

る
一
と
、
工
業
化
に
伴
う
非
キ
ト
ス
ト
教
化
の
進
行
を
恐
れ
る
聖
職
者
の
立
場
か
ら
く
る
も
の
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
こ
の

二
つ
は
共
通
し
て
都
市
文
明
と
革
命
へ
の
拒
否
的
態
度
が
窺
わ
れ
、
実
際
に
は
区
別
し
が
た
い
。
は
じ
め
に
都
市
文
明
と
革
命
へ
の
反
発
を
確

認
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
パ
リ
は
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
の
デ
ュ
パ
ン
ル
ー
と
岡
様
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ヅ
ク
の
司
教
に
と
っ
て
も
非
難
の
対
象
で
あ
っ
た
。
例
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ば
一
八
七
三
年
間
リ
大
司
教
ギ
ベ
ー
ル
は
パ
リ
が
余
り
に
も
長
い
間
「
悪
の
源
泉
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
戦
闘
的
な
ウ
ル
ト
ラ
モ

ン
タ
ン
の
修
道
会
ア
ソ
ン
プ
シ
ォ
ン
会
の
創
立
者
で
あ
り
、
同
時
に
南
フ
ラ
ン
ス
の
教
会
の
指
導
的
人
物
で
あ
る
ダ
ル
ゾ
ン
α
”
と
N
8
神
父

（一

ｪ
一
〇
1
八
○
）
は
、
一
八
七
七
年
、
非
キ
リ
ス
ト
教
化
の
原
因
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
フ
ラ
ン
ス
は
日
々
非
キ
リ
ス
ト

教
化
し
て
い
る
。
誰
に
よ
っ
て
非
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
て
い
る
の
か
。
医
老
、
弁
護
士
、
公
証
人
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
学
校
の
教
師
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

農
村
を
頽
廃
さ
せ
た
の
は
彼
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
革
命
が
そ
れ
を
利
用
し
て
い
る
。
」
ヴ
イ
ヨ
も
ま
た
書
物
の
行
商
に
対
し
悪
書
普
及
を
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
批
難
を
加
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
都
市
文
明
が
自
由
業
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
、
書
籍
を
売
る
行
商
人
、
さ
ら
に
は
居
酒
屋
、
カ
フ
ェ
等
を

媒
介
と
し
て
農
村
に
侵
入
し
、
社
会
秩
序
を
乱
し
、
革
命
派
が
こ
れ
を
利
用
す
る
と
い
う
構
図
は
、
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
正
統
王
朝
派
に
共
通

　
　
　
　
　
　
　
④

の
も
の
で
も
あ
っ
た
。



一九世紀後半のフランス社会と教権主義（上垣）

　
正
統
王
朝
派
に
と
っ
て
は
宗
教
は
社
会
秩
序
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
場
合
の
宗
教
と
は
個
人
的
確
信
の
こ
と
で
は
な
く
、

社
会
的
、
欄
度
的
な
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ラ
ン
ド
県
選
出
の
代
議
士
で
あ
る
ガ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
○
聖
、
㊤
乙
冨
は
一
八
六
二
年
に
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
過
去
あ
ら
ゆ
る
政
治
秩
序
を
形
成
し
、
今
な
お
そ
う
し
て
い
る
の
は
、
教
区
の
上
に
区
分
さ
れ
、
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

体
と
精
神
と
が
合
体
す
る
よ
う
に
教
区
と
と
も
に
活
動
し
て
い
る
農
村
共
岡
体
で
あ
る
。
偏
他
方
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
の
方
も
宗

教
を
秩
序
と
結
び
つ
け
る
。
そ
も
そ
も
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
は
す
ぐ
れ
て
社
会
的
、
制
度
的
で
あ
ろ
う
と
欲
し
、
自
ら
が
理
想
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

社
会
に
合
わ
せ
て
現
存
社
会
の
改
変
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
に
と
っ
て
は
宗
教
は
社
会
制
度
で
あ
り
、
同
時
に
当
時
に
あ
っ
て
は

伝
統
的
農
村
社
会
と
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
俗
人
も
聖
職
者
も
都
市
化
、
工
業
化
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
工
業
文
明
へ

の
批
判
自
体
は
、
一
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
の
デ
ュ
パ
ン
ル
：
司
教
に
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
と
に
も
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

に
も
文
明
の
進
歩
を
認
め
よ
う
と
す
る
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
に
比
べ
れ
ば
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ヅ
ク
の
農
村
的
家
父
長
鳴
社
会
へ
の
の
め
り
込
み
は

よ
り
深
く
、
そ
の
分
、
工
業
文
明
へ
の
批
判
は
鋭
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
で
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
批
判
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ケ
レ
ル
、
ヴ
イ
ヨ
お
よ
び
一
八
七
〇
年
代
の
社
会
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

を
代
表
す
る
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ド
・
マ
ン
の
見
解
を
以
下
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
前
提
的
事
実
と
し
て
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
中
の
蓄
財

を
否
定
す
る
思
想
が
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
中
に
生
き
つ
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
そ
の
言
葉
自
体
に
は
ほ
と
ん
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
も
の
は
な
い
が
、
回
勅
『
ク
ア
ン
タ
・
ク
ー
ラ
』
に
は
「
宗
教
と
真
の
正
義
か
ら
逸
脱
し
た
社
会
は
富
を
積
み
上
げ
、
蓄
財
す
る
こ
と
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
は
も
は
や
目
的
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
わ
か
ら
ず
、
感
じ
取
れ
な
い
者
が
い
よ
う
か
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
経
済
的

自
由
主
義
へ
の
批
判
自
体
は
既
に
確
認
し
た
と
お
り
、
自
由
カ
ト
リ
ヅ
ク
に
も
共
通
し
て
い
た
。
だ
が
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ヅ
ク
の
工
業
化
批
判

は
よ
り
激
し
く
、
一
種
苛
烈
で
さ
え
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ヴ
イ
ヨ
は
「
イ
ギ
リ
ス
の
地
に
は
神
が
あ
れ
ほ
ど
豊
か
に
与
え
た
あ
の
鉱
産
・
石
炭

資
源
を
高
貴
な
フ
ラ
ン
ス
に
は
与
え
な
か
っ
た
」
こ
と
を
神
に
感
謝
し
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
同
じ
工
場
で
男
女
が
一
緒
に
働

い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
児
童
を
働
か
せ
て
い
る
こ
と
を
非
難
、
異
教
徒
の
奴
隷
の
方
が
「
自
由
な
イ
ギ
リ
ス
」
の
子
供
た
ち
よ
り
堕
落
し
て
い
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な
か
・
た
と
論
じ
・
禦
フ
ラ
ン
ス
に
は
璽
な
る
畑
仕
事
」
を
与
え
た
と
書
い
て
い
如
・
ま
た
ケ
・
ル
は
天
六
葦
の
著
書
の
中
で
・
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
の
中
に
「
個
人
の
自
由
な
膨
張
、
資
本
の
排
他
的
支
配
、
労
働
者
の
搾
取
、
投
機
、
高
利
貸
を
教
理
と
す
る
金
融
部
封
建
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
陣
営
」
を
見
い
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
今
一
つ
の
例
と
し
て
ド
・
マ
ン
を
取
り
上
げ
よ
う
。
　
彼
は
一
八
七
八
年
九
月
八
日
、
　
「
カ
ト
リ
ッ
ク
労
働
者
事
業
団
連
盟
」
H
、
¢
巳
8
α
8

B
甦
≦
Φ
。
。
o
ロ
く
鼠
貧
。
。
8
夢
9
一
ρ
器
。
。
の
第
一
　
回
大
会
の
前
夜
、
　
シ
ャ
ル
ト
ル
○
財
留
嘗
①
ω
で
、
当
時
そ
の
「
反
革
命
」
の
主
張
で
反
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

呼
ん
だ
演
説
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
ド
・
マ
ン
は
、
労
働
の
絶
対
的
自
由
は
大
革
命
の
経
済
的
次
元
で
の
公
式
だ
と
論
じ
、
こ
の
労
働
の

自
由
は
最
高
権
力
℃
o
薯
○
騨
。
。
9
＜
震
巴
昌
か
ら
保
護
の
義
務
を
除
去
し
、
　
一
挙
に
あ
ら
ゆ
る
監
督
的
介
入
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り
最
弱
者

を
最
強
者
の
餌
食
に
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
自
由
主
義
経
済
を
次
の
よ
う
に
非
難
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
レ
ヅ
セ
・
フ
エ
ー
ル
／
　
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
！
　
こ
れ
が
自
由
主
義
経
済
の
魔
法
の
公
式
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
革
命
の
歴
史
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、

　
力
の
あ
ら
ゆ
る
乱
用
を
聖
別
す
る
の
に
役
立
つ
公
式
と
言
え
よ
う
。

　
　
も
は
や
社
会
の
統
治
を
監
督
し
、
権
威
の
歯
止
め
で
あ
る
と
同
時
に
服
従
の
存
在
理
由
で
も
あ
る
神
の
法
は
存
在
し
な
い
。
も
は
や
人
間
を
同
胞
に
対
し

　
親
切
に
さ
せ
、
反
抗
か
ら
も
抑
圧
か
ら
も
人
間
を
防
御
す
る
道
徳
の
法
も
な
い
。
あ
る
の
は
私
利
の
法
で
あ
り
、
私
利
と
は
富
の
増
大
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
こ
の
あ
と
、
投
機
、
中
小
企
業
の
没
落
、
貧
困
の
拡
大
な
ど
が
指
弾
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
演
説
の
中
に
社
会
的
関
心
が
反
革
命
的
精

神
と
合
体
し
て
い
る
好
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
祉
会
批
判
、
工
業
化
批
判
は
、
そ
の
批
判
が
彼
ら
の
理
想
と
す
る
伝
統
的
農
村
社
会
を
基
準
と

し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
た
め
に
復
古
的
側
面
は
否
め
な
い
が
、
逆
に
そ
の
た
め
に
か
え
っ
て
批
判
が
徹
底
的
と
な
り
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
の

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
限
界
を
衝
い
て
い
る
分
だ
け
全
体
的
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
が
社
会
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
事
実
一
八
七
〇
年
以
前

の
社
会
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
状
況
を
研
究
し
た
デ
ュ
ロ
ゼ
ル
は
、
第
二
帝
糊
下
、
社
会
カ
ト
リ
ッ
ク
内
の
民
主
主
義
的
潮
流
は
消
滅
し
て
い
き
、
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⑫

他
方
『
誤
謬
表
』
に
助
長
さ
れ
て
、
反
革
命
の
立
場
が
勝
利
し
て
い
く
と
結
論
し
て
い
る
。
そ
の
後
第
三
共
和
制
初
頭
に
お
い
て
は
、
カ
ト
リ

ッ
ク
の
社
会
活
動
が
主
に
正
統
王
朝
派
あ
る
い
は
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
り
主
導
さ
れ
た
こ
と
は
、
ド
・
マ
ン
ら
の
門
労
働
者
カ
ト
リ
ッ

ク
・
サ
ー
ク
ル
」
O
曾
。
一
①
＄
豊
。
一
δ
器
創
．
o
償
く
は
①
謎
の
出
現
を
見
て
も
、
ま
た
「
カ
ト
リ
ッ
ク
委
員
会
」
の
構
成
員
、
指
導
層
を
み
て
も
明

　
　
　
　
⑬

白
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
社
会
的
関
心
は
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
や
オ
ル
レ
ア
ン
並
等
よ
り
も
む
し
ろ
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
方
に
強
か
っ

　
　
　
　
⑭

た
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
ド
・
マ
ン
は
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
の
復
活
と
い
う
復
古
的
政
策
を
掲
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
モ
レ
ッ
ト
は
彼
の
「
反
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

命
」
宣
言
は
ル
・
シ
ャ
ブ
リ
エ
法
の
非
難
と
社
会
立
法
の
重
要
性
を
訴
え
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
し
、
ド
ゥ
ル
レ
は
こ
の
段
階
の
コ
ル
ポ
ラ
テ

ィ
ズ
ム
を
、
職
業
的
団
体
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
点
で
評
価
し
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
労
働
組
合
運
動
へ
至
る
一
つ
の
階
梯
と
み
な
し

　
　
⑯

て
い
る
。
ま
た
マ
ユ
ー
ル
に
よ
っ
て
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
と
一
八
九
〇
年
代
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
者
畠
ひ
日
。
。
窮
富
ω
。
訂
ひ
注
Φ
湧
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

○
世
紀
初
頭
の
社
会
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
人
脈
的
・
思
想
的
な
連
続
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
プ
ー
ラ
に
よ
れ
ば
、
ま
さ
に
「
祉
会
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

と
は
新
社
会
の
状
況
の
発
展
に
対
応
し
、
大
革
命
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
工
業
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
タ
イ
プ
の
、
裂
開
　
　
階
級
対
階
級
と
い
う
形
で
の
富
者
と
貧
者
と
の
対
立
1
を
減
ら
そ
う
と
す
る
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
歴
史
的

　
　
　
　
　
　
⑱

発
展
で
あ
」
つ
た
（
傍
点
－
原
文
で
は
イ
タ
リ
ヅ
ク
）
。
本
稿
は
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
一
八
八
○
年
代
以
降
の
変
遷
を
対
象
と
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
少
く
と
も
後
の
発
展
か
ら
見
て
も
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
単
に
反
動
的
、
復
古
的
と
し
て
片
付
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、

そ
の
内
部
に
積
極
的
要
素
も
包
含
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

（二）

非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
民
衆
性

　
本
稿
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
社
会
事
業
・
慈
善
事
業
の
検
討
を
直
接
の
課
題
と
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
社
会
活
動
は

貧
者
救
済
に
止
ま
ら
ず
、
民
衆
の
社
会
生
活
に
関
わ
る
相
当
な
広
範
な
分
野
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

一
八
八
○
年
代
の
共
和
派
に
よ
る
教
育
改
革
ま
で
修
道
会
が
傑
出
し
た
役
割
を
果
し
て
い
た
初
等
教
育
は
も
と
よ
り
、
医
療
、
看
護
の
分
野
で
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⑳

も
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
以
上
三
つ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
主
な
事
業
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
民
衆
へ
の
接
近
の
多
様
さ
を

示
す
事
実
と
し
て
、
余
暇
・
文
化
活
動
の
例
を
取
り
上
げ
よ
う
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
事
業
8
薯
お
ω
。
ρ
夢
。
犀
ρ
¢
①
ω
が
最
も
発
展
し
た
地
方
の
一
つ
で
あ
る
南
フ
ラ
ン
ス
、
エ
ロ
ー
県
で
は
、
全
国
的
動
向
と
並
行

し
て
、
帝
制
末
か
ら
「
道
徳
的
秩
序
」
期
に
か
け
て
、
各
種
事
業
の
発
展
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
に
「
海
水
浴
事
業
団
」
一
．
臼
薯
お
創
Φ
ω
o
ウ
巴
霧

鳥
Φ
㌶
冨
震
が
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
慈
善
団
体
で
あ
る
「
聖
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ド
・
ポ
ー
ル
協
会
」
ω
0
9
簿
傍
α
Φ
ω
鉱
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

＜
貯
8
導
◎
①
℃
p
巳
は
工
伊
－
県
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
初
期
の
臨
海
学
校
。
9
9
響
q
①
奉
。
器
8
。
。
に
も
関
係
し
て
い
た
。
さ
ら

に
付
け
加
え
る
な
ら
、
ド
・
マ
ン
ら
が
作
っ
た
「
労
働
者
サ
…
ク
ル
偏
は
、
エ
ロ
ー
県
、
お
よ
び
そ
の
隣
県
の
タ
ル
ン
県
で
は
、
カ
フ
ェ
等
の

「
堕
落
し
た
場
所
」
に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
信
仰
を
失
う
の
を
防
ぐ
た
め
の
避
難
所
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
中
に
は
合
唱
団
、
楽
団
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
サ
ー
ク
ル
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
民
衆
性
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
自
身
の
民
衆
化
の
中
に
ま
ず
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
八
六
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

代
に
な
っ
て
民
衆
の
宗
教
熱
お
一
瓢
。
。
。
ま
の
蘇
生
が
見
ら
れ
た
。
　
カ
ト
リ
ッ
ク
事
業
の
一
八
七
〇
年
代
に
お
け
る
発
展
は
こ
の
宗
教
熱
を
背

景
に
し
、
そ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
宗
教
熱
の
代
表
的
表
現
形
態
が
巡
礼
と
行
列
で
あ
る
。

　
す
で
に
、
一
九
世
紀
中
ば
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
で
、
聖
母
マ
リ
ア
の
出
現
を
典
型
と
す
る
奇
跡
が
起
こ
っ
て
い
る
。
一
八
四
〇
年
代
に
は

ま
ず
西
部
ヴ
ァ
ン
デ
県
各
地
に
マ
リ
ア
が
現
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
地
方
的
迷
信
と
し
て
斥
け
ら
れ
た
。
つ
い
で
一
八
四
六
年
に
は
イ
ゼ
ー
ル
県

ラ
・
サ
レ
ッ
ト
に
現
わ
れ
、
こ
の
地
は
後
に
有
名
な
巡
礼
地
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
奇
跡
は
そ
の
真
偽
を
め
ぐ
っ
て
裁
判
沙
汰
に
な
る
。

一
九
世
紀
で
最
も
有
名
な
マ
リ
ア
の
奇
跡
は
一
八
五
六
年
山
深
い
ピ
レ
ネ
ー
地
方
の
ル
ル
ド
に
お
こ
る
。
だ
が
、
こ
の
ル
ル
ド
の
奇
跡
も
、
世

俗
、
宗
教
、
両
当
局
と
も
当
初
は
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
当
局
の
未
公
認
の
ま
ま
に
こ
の
聖
地
は
民
衆
に
よ
っ
て
一
大
巡
礼
地
に
さ
れ
て
し
ま
う

　
　
　
⑳

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
教
会
は
少
く
と
も
民
衆
の
素
朴
な
信
仰
心
に
対
し
、
消
極
的
、
時
に
は
否
定
的
な
態
度
を

示
し
て
い
た
．
、
と
く
に
巡
礼
、
行
列
は
異
教
的
な
聖
人
・
肇
遺
物
崇
拝
と
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
に
、
教
会
か
ら
疑
い
の
目
で
見
ら
れ
て
き
た
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癖

と
書
わ
れ
る
。
こ
の
民
衆
の
「
迷
信
的
」
な
信
仰
に
支
持
を
与
え
、
推
進
し
て
い
く
の
が
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
そ
の
際
重
要
な
の

は
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
の
教
皇
ピ
ウ
ス
褒
賞
に
よ
る
一
八
五
四
年
の
「
聖
母
無
原
罪
懐
胎
」
H
ヨ
ヨ
轡
。
巳
曾
O
o
⇒
8
℃
江
8
の
宣
言
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
マ
リ
ア
信
仰
は
拍
車
が
か
か
り
、
伝
統
的
聖
地
に
マ
リ
ア
像
が
建
立
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
民
間
儒
仰
の
大
胆
な
肯
定
は
教
義
的
刷
新
の
結
果
で
も
あ
っ
た
。
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
中

で
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
部
分
ー
ガ
デ
ィ
ー
ユ
は
ネ
オ
隠
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
　
幕
。
と
犀
毒
8
0
暮
巴
霧
と
呼
ん
で
い
る
…
は
か
デ
ィ
ー
ユ
に

よ
れ
ば
従
来
支
配
的
で
あ
っ
た
ボ
シ
ュ
山
立
d
。
ω
讐
簿
に
代
表
さ
れ
る
一
七
世
紀
の
古
典
哲
学
の
否
定
者
で
あ
り
、
認
識
に
お
い
て
は
理
性
に

固
有
の
領
域
を
認
め
な
い
立
場
に
立
ち
、
神
秘
主
義
へ
の
傾
斜
を
深
め
て
い
た
。
そ
し
て
古
典
哲
学
に
忠
実
で
あ
る
、
よ
り
穏
和
な
非
妥
協
的

カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
教
を
含
め
、
申
世
神
学
へ
の
共
感
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
は
教
義
的
に
は
古
典
哲
学
の
断
固
た

　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
支
持
老
で
あ
っ
た
。
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
が
全
体
と
し
て
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
と
対
比
す
れ
ば
、
中
世
的
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
帯
び
、
奇

跡
、
聖
人
崇
拝
、
巡
礼
に
好
意
的
で
あ
っ
た
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
う
し
て
一
八
世
紀
の
「
迷
信
」
に
敵
対
的
な
「
啓
蒙
的
」
カ
ト
リ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ズ
ム
。
9
昏
畠
。
富
B
o
《
ひ
当
言
み
》
、
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
的
信
仰
、
民
衆
的
、
平
民
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
が
優

勢
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
動
き
が
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
の
政
治
的
主
張
と
重
な
っ
て
、
一
八
七
〇
年
代
初
頭
の
社
会
的
混
乱

の
中
で
大
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
化
す
の
が
本
稿
冒
頭
で
描
写
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
状
況
な
の
で
あ
っ
た
。
　
門
い
た
る
と
こ
ろ
奇
跡
で

一
杯
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
肖
由
カ
ト
リ
ッ
ク
の
デ
ュ
パ
ソ
ル
ー
の
苦
渋
に
満
ち
た
言
葉
で
あ
る
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
、
と
り
わ
け
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
は
工
業
文
明
の
腐
敗
し
た
影
響
に
ま
だ
染
っ
て
お
ら
ず
、
そ
し
て
聖
職
者
の
権
威
に
従
順

な
「
良
き
民
」
げ
。
謬
℃
。
毛
δ
の
保
存
を
図
ろ
う
と
し
、
余
曜
・
文
化
活
動
を
も
含
め
て
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
組
織
化
を
め
ざ
し
た
。
し
か
し

「
良
き
民
偏
の
実
態
は
、
以
前
に
は
教
会
が
教
化
す
べ
き
対
象
と
考
え
て
い
た
「
迷
信
」
深
き
民
衆
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
つ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
で
あ
り
、
教
会
が
異
教
的
信
仰
に
屈
し
た
と
も
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
本
稿
で
強
調
し
た
い
点
は
、
罠
衆
の
「
迷
信
扁
的
信
仰
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へ
の
支
持
を
通
し
て
教
会
が
工
業
化
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
農
村
的
伝
統
的
文
化
の
守
り
手
と
し
て
現
わ
れ
、
そ
の
分
だ
け
民
衆
的
性

格
を
強
め
る
点
で
あ
る
。
以
上
、
本
章
か
ら
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
が
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
と
異
な
り
、
鋭
い
社
会
的
関
心
と
民
衆
的
性
格
を
兼

ね
備
え
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
そ
し
て
こ
の
二
点
こ
そ
後
の
社
会
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
、
カ
ト
リ
ッ
ク
民
主
主
義
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
の

　
　
　
　
⑪

で
あ
っ
た
。

①
　
一
八
七
三
年
七
月
三
日
付
、
パ
リ
大
司
教
区
管
区
内
司
教
へ
の
回
状
。
惹
℃
霞

　
Ω
鑓
＝
開
。
旧
。
》
ミ
；
戸
ド
℃
．
為
し
。
．

②
　
一
八
七
七
年
～
～
月
九
目
付
、
書
簡
鼠
算
℃
霧
Ω
δ
ぞ
ざ
愚
．
ミ
こ
℃
・
置
A
一
・

③
日
9
く
・
憎
三
3
。
》
輿
こ
署
．
一
8
占
0
8
こ
q
。
穿
轟
Φ
5
0
0
血
㊦
筈
g
象
鈷

　
（
撃
言
（
警
・
二
〇
y
魯
．
岡
田
、
．
」
．
〇
二
）
’
b
。
①
○
。
．

④
　
い
。
鼻
。
§
．
ミ
．
二
）
嗣
）
9
一
圃
O
ー
ミ
O
．

⑤
国
・
O
鍵
霞
象
ρ
奪
ミ
覇
隷
喰
、
鶏
ミ
ミ
覇
§
h
ミ
噴
§
恥
。
鼠
ミ
題
ミ
唐
ミ
㌣

　
Q
§
恥
㌧
℃
窪
，
貫
一
Q
。
8
層
や
。
。
へ
塞
ぎ
軌
ミ
礼
こ
℃
■
扇
ω
．

⑥
勺
〇
三
無
”
。
》
ミ
こ
℃
℃
．
這
心
山
駅
．
プ
…
う
の
議
論
は
現
代
ま
で
つ
な
が
る
非

　
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
概
括
で
あ
る
。

⑦
｝
■
－
零
㌶
避
2
さ
ム
9
芸
。
ぎ
宮
5
⑦
営
癖
睾
の
お
g
膨
ゴ
8
二
さ
吐
口
。
。
ヨ
㊦
⑳
o
。
砂
一
、

　
亀
ヨ
。
。
嵩
甑
o
o
7
滋
匡
鶏
一
拓
ソ
き
§
ミ
覇
偽
9
G
．
㌧
熱
。
刈
馬
p
言
0
？
ぎ
“
。
℃
ヨ
．
『
一
7

　
甘
ヨ
一
㊤
刈
N
や
心
Q
。
O
■

⑧
“
合
ミ
ト
斜
↓
■
困
H
藁
。
。
窃
ρ
や
ト
⊃
O
母
島
ま
膨
『
㌶
還
2
び
ミ
馬
■
ミ
こ
や
ム
。
。
“
．

⑨
卜
”
奪
5
・
ミ
餐
ひ
℃
・
笛
。
。
G
。
9
け
α
醤
び
蓼
蛍
、
や
命
『
．
七
月
色
話
期
に
は
フ
ラ

　
ン
ス
司
教
団
は
相
当
厳
し
く
労
働
者
の
悲
惨
な
状
態
を
批
判
し
て
い
た
が
一
八
四

　
八
年
の
六
月
事
件
以
降
、
階
級
戦
争
に
味
方
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
を
避
け
る

　
た
め
「
搾
取
」
な
ど
の
言
葉
は
用
い
な
い
よ
う
に
な
る
。
U
3
巳
醇
。
・
、
ミ
、
．
ミ
こ
℃
℃
・

　
一
。
。
山
曲
こ
の
よ
う
な
司
教
団
の
穏
和
化
の
状
況
を
考
え
る
と
、
ケ
レ
ル
や
ヴ
イ
ヨ

　
の
表
現
の
厳
し
さ
が
一
層
思
を
ひ
く
。
ま
た
反
教
権
並
義
派
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

　
の
ド
イ
ツ
の
繁
栄
を
欝
め
る
点
は
、
本
稿
「
は
じ
め
に
」
の
注
⑪
で
触
れ
た
が
、

　
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
の
モ
ソ
タ
ラ
ン
ベ
ー
ル
や
プ
ロ
イ
公
は
イ
ギ
リ
ス
び
い
き
で
あ

　
つ
た
こ
と
に
注
国
し
た
い
。
勺
嵐
5
世
。
》
ミ
ニ
℃
．
漕
O
㊤
恥
霞
鍮
賢
、
ど
ト
窺
ミ
謡

　
§
妨
§
ミ
ミ
塁
陣
」
㌧
お
。
。
O
℃
一
〇
鳶
”
娼
」
b
。
ら
。
噛

⑩
　

「
労
働
の
自
由
」
＝
σ
興
鼠
α
郎
寄
ρ
〈
鉱
一
の
原
則
が
一
七
九
一
年
の
ル
・
シ
ャ

　
プ
リ
エ
　
一
。
Ω
5
℃
ζ
興
法
に
結
実
し
て
、
労
働
者
の
団
結
禁
止
の
方
向
で
作
用

　
し
て
き
た
こ
と
は
、
恒
藤
武
二
、
　
『
フ
ラ
ン
ス
労
働
法
史
』
日
本
評
論
新
社
、
一

　
九
五
五
年
、
三
〇
1
四
三
、
八
五
…
八
七
頁
、
大
和
田
各
自
、
　
「
フ
ラ
ン
ス
に
お

　
け
る
罷
業
権
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
の
一
考
察
e
l
一
八
六
四
年
法
と
コ
ア
リ

　
シ
ョ
ン
の
自
由
に
闘
厳
し
て
…
」
、
　
『
法
学
論
叢
』
、
第
一
〇
二
巻
二
号
、
一
〇

　
一
－
一
〇
五
頁
を
参
照
。

⑪
ぎ
巳
青
藍
■
ミ
‘
〉
彗
巽
。
三
雲
』
唇
歯
。
。
轡

⑫
∪
嘆
8
塾
ρ
§
．
ミ
こ
署
6
Φ
。
。
占
O
P
ざ
P

⑬
O
巴
竃
p
§
．
ミ
こ
戸
鮒
や
ト
。
お
言
8
（
。
。
）
■

⑭
＞
5
σ
窪
け
簿
螢
r
。
》
ミ
こ
℃
や
一
切
？
嵩
。
。
（
邦
訳
、
二
八
㎝
一
二
八
四
頁
）
。

⑮
Ω
峯
ユ
⑦
。
。
諸
2
。
露
ρ
ミ
腎
ミ
織
馬
ミ
§
口
凌
－
嵩
8
、
肉
註
恥
題
§
§
ミ
馬
§
、
恥

　
ミ
黛
魯
§
S
ミ
凡
§
恥
8
鳥
鰍
ミ
題
ら
ぎ
こ
ミ
N
ミ
“
偽
ミ
春
。
評
判
ミ
”
勺
霞
貫
H
鷺
ρ
℃
．

　
に
ド
ド
・
マ
ン
は
先
述
の
演
説
で
彼
が
口
に
し
た
「
反
革
命
」
は
、
ア
ン
シ
ァ

　
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
は
何
の
関
係
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ア
ン
シ
”
、
ソ
・
レ
ジ
ー
ム

　
の
誤
り
に
対
し
我
々
は
全
力
で
闘
っ
て
い
る
の
だ
と
、
一
　
月
～
六
日
に
は
演
説

　
し
て
い
る
。
誉
ミ
こ
℃
．
①
G
。
■

⑯
U
δ
巳
。
昼
ミ
、
．
ミ
．
、
℃
℃
’
鼻
聾
戯
ρ
例
え
ば
コ
ル
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
支
持
者
で
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一一辮｢紀後半のフランス社会と教権主義（上垣）

　
あ
っ
た
ア
ル
メ
ル
い
傷
9
霞
髪
ヨ
9
（
一
八
二
九
…
㎝
九
一
五
）
は
、
　
一
八
九
三

　
年
鑑
一
回
キ
リ
ス
ト
教
労
働
老
大
会
○
。
養
み
‘
。
。
嚢
吋
凶
理
＄
夢
。
ヨ
器
を
開
く

　
ラ
ン
ス
涛
①
瞥
話
の
労
働
者
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
。
西
川
、
前
掲
書
、
一
五

　
二
頁
。
ま
た
同
じ
頃
、
ア
ル
メ
ル
は
労
資
混
合
組
合
ω
磁
巳
甘
鋒
図
凱
碁
。
．
を
理

　
想
と
し
な
が
ら
、
労
働
者
だ
け
の
組
合
．
ω
讐
象
。
暮
怨
℃
雪
融
も
や
む
を
え
な
い

　
場
合
に
は
認
め
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。
髭
。
震
①
日
戸
ヨ
。
巳
一
｝
ρ
卜
駄
。
§
§
§
ミ

　
．
ミ
、
”
ま
亀
§
“
ミ
ミ
鳶
§
ミ
へ
」
“
Ψ
、
ミ
魯
恥
切
。
蓄
（
N
駿
O
農
ミ
彊
）
、
ミ
8
壽
ミ
欺
園
”
ミ
ミ

　
価
愚
警
畑
ミ
§
8
獄
ミ
辞
い
図
o
H
ご
δ
凝
、
℃
℃
噛
ま
ふ
メ

．
⑰
竃
3
Φ
葺
㌔
ミ
ト
ミ
・
”
℃
㍗
お
O
占
露
．
二
〇
世
紀
初
頭
の
社
会
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

　
は
、
反
共
和
主
義
的
右
翼
と
挟
を
分
か
ち
、
労
働
組
合
運
動
に
も
好
意
を
示
す
よ

．
う
に
な
る
。
．
之
の
よ
う
な
方
向
転
換
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
し
て
は
レ
オ
一
三
世

　
じ
8
×
顕
囲
（
在
位
一
八
七
八
一
一
九
〇
三
）
の
出
し
た
回
勅
『
レ
ー
ル
ム
・
ノ

　
ヴ
ァ
ル
ム
』
肉
ミ
段
§
き
暴
ミ
ミ
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
密
勅
は
ロ
マ
ン
テ
ィ

　
ッ
ク
な
復
古
主
義
を
拒
否
し
、
．
職
業
団
体
の
認
知
、
国
家
の
介
入
の
容
認
等
の
点

　
で
画
期
的
は
あ
る
が
、
間
時
に
ピ
ウ
ス
九
黛
の
非
難
の
延
長
上
に
あ
り
、
中
世
の

　
富
の
利
摺
に
つ
い
て
の
教
義
と
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
制
度
の
も
つ
有
益
な
影
響
を
想

　
起
さ
せ
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
い
鎮
呂
衆
。
簿
菊
似
ヨ
。
畳
噂
§
・

　
亀
瓢
こ
や
ミ
9
竃
騨
蜜
①
戸
ヨ
ぎ
黛
織
携
ミ
き
ミ
ミ
§
勲
℃
や
U
9
。
1
繍
．

⑱
勺
。
巳
婁
§
．
ミ
‘
ワ
＝
メ

⑲
o
h
●
〉
三
〇
冒
Φ
℃
3
鈴
ミ
職
。
馬
鳶
§
、
、
§
巡
偽
§
ミ
ミ
ミ
、
哨
§
§
謎
。
？

　
楓
ま
ぎ
℃
碧
貫
一
〇
①
Q
。
㌧
℃
ワ
ミ
O
占
○
。
ρ

⑳
竃
麸
。
長
謡
矯
需
二
軸
§
§
馬
鴨
℃
噂
」
O
鳥
■

⑳
　
0
7
⊆
＜
ざ
§
’
ミ
‘
℃
二
一
。
。
“
。
？
H
。
。
b
。
O
．

＠
　
導
ミ
㌧
℃
や
一
も
。
覧
1
お
蒔
ご
憶
㊤
琴
ざ
§
’
ミ
こ
℃
．
G
。
巴
．
一
八
七
工
年
穴
月
頃

　
の
も
の
と
思
わ
れ
る
、
ド
・
マ
ン
の
残
し
た
史
料
、
の
霧
霧
。
け
℃
げ
コ
σ
q
曾
吟
巴

　
血
¢
一
、
臼
昌
く
器
に
よ
る
と
労
働
者
サ
ー
ク
ル
の
機
能
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ

　
つ
た
。
①
儒
仰
、
慣
習
、
愛
圏
主
義
を
保
つ
た
め
の
避
難
所
　
②
宗
撒
実
践
、
¢
3
芯

　
善
の
組
織
的
実
施
　
③
共
済
等
の
経
済
的
機
能
　
④
講
義
、
講
演
、
図
書
館
等
に

　
よ
る
一
般
・
職
業
教
育
⑤
娯
楽
、
立
派
な
気
晴
ら
し
を
行
い
、
友
情
を
深
め
る

　
場
。
い
。
。
窪
器
r
。
》
ミ
こ
｝
）
■
h
δ
。
。
マ

⑱
竃
畠
£
5
黛
㌧
鳥
春
賀
ミ
§
ミ
噛
篤
払
ら
。
O
－
＝
ド

．
⑳
）
下
品
。
器
≦
①
9
ひ
㌧
魯
動
ミ
豊
町
ミ
。
孫
呉
ミ
、
§
馬
田
ミ
軌
㍗
ぎ
馬
ミ
ミ
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肉
蓉
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物
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o
っ
雷
黒
9
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鼻
一
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蕊
、
℃
℃
■
ω
認
I
G
。
器
．

㊧
　
エ
ロ
ー
県
に
つ
い
て
シ
ョ
ル
ヴ
ィ
は
、
農
村
共
同
体
の
伝
統
文
化
の
基
本
的
要

　
索
の
一
つ
で
あ
る
玉
人
崇
拝
は
一
九
世
紀
前
半
、
イ
エ
ラ
ル
シ
…
に
よ
っ
て
は
ほ

　
と
ん
ど
刺
激
さ
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
Q
日
9
5
、
殉
。
》
ミ
こ
喝
℃
．
置
卜
。
o
。
1

　
窓
鱒
㊤
．
ヴ
ァ
ー
ル
県
に
つ
い
て
ア
ギ
ュ
ロ
ン
は
聖
人
信
仰
に
対
す
る
教
会
の
厳
格

　
な
態
度
を
指
摘
し
て
い
る
。
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こ
う
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
鉱
業
、
信
者
組
織
を
指
し
て
現
代
の

　
研
究
者
は
し
ば
し
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
「
対
抗
社
会
」
o
o
コ
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？
ω
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。
綜
緑
と
呼
ん
で
い
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、
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オ
ン
・
ア
ル
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、
ア
ン
リ
・
ロ
ラ
ン
国
窪
甑
ピ
。
鳳
二
ら
正

　
統
王
朝
派
で
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た
者
の
中
か
ら
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
死
後
、

　
そ
れ
ま
で
王
に
置
い
て
い
た
正
統
性
を
民
衆
に
醗
き
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後

　
に
カ
ト
リ
ッ
ク
民
主
主
義
者
と
な
る
者
が
現
れ
る
と
言
っ
て
い
る
。
．
ン
貯
罵
O
霞
、
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ミ
野
ミ
‘
℃
や
お
？
心
2
．
南
部
ガ
ー
ル
県
の
共
和
派
を
研
究
し
た
ユ
ア
ー
ル
は
、

ウ
ル
ト
ラ
モ
ソ
タ
ソ
は
必
要
が
あ
れ
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
罠
主
主
義
者
に
な
っ
た
と
述

べ
、
教
会
と
民
主
主
義
の
同
盟
を
す
す
め
た
ダ
ル
ゾ
ン
神
父
の
例
（
一
八
六
八
年

一
二
月
＝
バ
ー
二
四
日
の
講
演
）
を
あ
げ
て
い
る
。
ダ
ル
ゾ
ン
神
父
は
二
四
碍
に

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
王
は
亡
命
し
て
い
る
。
貴
族
は
消
失
し
た
。

…
…
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
は
腐
敗
し
て
い
る
。
も
は
や
民
衆
し
か
い
な
い
、
だ
か
ら

私
が
期
待
を
寄
せ
る
の
は
民
衆
で
あ
る
。
」
胃
避
ヨ
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
教
権
主
義
勢
力
は
自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
も
含
め
、
工
業
文
明
、
経
済
的
自
由
主
義
に
批
判
的
な
勢
力
と
概
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し

自
由
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
批
判
は
不
徹
底
で
あ
り
、
ま
た
民
衆
的
基
盤
を
欠
い
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
一
九
世
紀
後
半
の
教
権
主
義
一
反
教
権
主

義
の
深
い
社
会
的
対
立
を
説
明
す
る
時
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
役
割
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
で
は
工
業
化
批
判
勢
力
と
し
て
現
わ
れ
る
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
教
会
が
歴
史
と
伝
統
を
持
ち
、
社

会
的
な
存
在
で
も
あ
る
だ
け
に
簡
単
に
そ
の
評
価
を
下
す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
一
九
世
紀
後
半
に
強
大
化
す
る
こ
の
潮
流
は
工
業
化
の
進

行
と
、
そ
れ
に
伴
う
名
望
家
支
配
の
後
退
匪
民
衆
の
政
治
的
比
重
の
増
大
化
と
い
う
歴
史
的
状
況
へ
の
、
適
合
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
一
つ
の

能
動
的
対
応
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
潮
流
は
政
治
的
に
は
正
統
主
義
と
結
び
つ
き
、
ま
た
一
七
八
九
年
革
命
を
敵
視
し
、
伝
統
的
農
村

桂
会
を
理
想
と
し
て
い
た
点
で
、
前
時
代
的
、
反
近
代
的
と
い
う
批
判
は
真
理
を
含
ん
で
い
る
。
だ
が
、
こ
の
新
し
い
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
政
治

面
で
は
伝
統
的
で
あ
っ
た
正
統
主
義
、
貴
族
の
政
治
か
ら
独
立
し
よ
う
と
す
る
志
向
及
び
、
当
時
の
共
和
派
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
を
上
回
る
社
会

的
関
心
、
さ
ら
に
巡
礼
・
行
列
の
推
進
に
見
ら
れ
る
民
衆
性
を
も
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
革
命
の
脅
威
に
対
し
、
ガ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
一
七
世
紀
の

神
学
に
代
表
さ
れ
る
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
を
中
世
を
理
想
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
否
定
し
、
新
し
い
社
会
状
況
に
対
応
し
て
自
己
革
新
を

行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
、
こ
の
革
新
は
政
治
的
に
は
一
八
七
〇
年
代
に
お
い
て
、
非
妥
協
的
カ
ト
リ
ッ
ク
を
最
も
過
激
な
反
革
命
勢
力
へ
と
導
い
た
。
ま



一九世紀後半のフランス社会と教権主義（上垣）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
そ
の
反
資
本
主
義
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
等
の
思
想
は
一
九
世
紀
末
に
現
わ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
右
翼
に
受
け
つ
が
れ
る
。
だ
が
同
時
に
、
非

妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
未
来
の
社
会
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
、
カ
ト
リ
ッ
ク
民
主
主
義
の
種
子
も
宿
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
反
動
的
と
か
進
歩
的

と
か
と
い
う
基
準
で
は
そ
の
内
容
は
律
し
切
れ
な
い
。
教
権
主
義
1
1
反
教
権
主
義
の
対
抗
の
性
格
を
検
討
す
る
場
合
は
、
近
代
化
、
工
業
化
、

中
央
集
権
化
を
推
進
す
る
自
由
主
義
的
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
へ
の
有
力
な
批
判
勢
力
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
反
民
主
主
義
的
、
権

威
主
義
的
性
格
と
と
も
に
重
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
は
反
革
命
、
反
工
業
化
の
民
衆
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
な
の
で

あ
っ
た
。

　
ル
ネ
・
レ
モ
ン
に
よ
れ
ば
、
宗
教
を
個
人
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
集
団
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
社
会
問
題
へ

の
関
心
が
う
ま
れ
て
く
る
と
い
、
塘
・
非
妥
協
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
は
正
に
そ
う
し
た
立
場
を
代
表
し
て
い
た
・
共
同
体
的
生
活
の
基
礎
を
掘
り

崩
し
、
個
人
主
義
と
競
争
原
理
に
立
つ
社
会
が
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
時
に
、
個
人
主
義
を
排
し
、
社
会
性
、
全
体
性
を
追
求
し
た
こ
の
よ

う
な
宗
教
勢
力
が
フ
ラ
ン
ス
に
有
力
な
形
で
存
在
し
た
こ
と
は
、
単
に
政
治
史
に
色
合
い
を
添
え
る
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
工
業
化
、
近

代
化
の
あ
り
様
を
も
独
特
な
形
で
規
定
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
①
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La　plantation　de　canne　a

rurale　en　Java，　cas　de　la

sucre　et　la　soclet6

residentie　Bezoelei

par

Yasuo　UEMURA

　　De　la　fin　du　XIXe　sibcle　au　d6but　du　XXe　sihcle　eR　Java，　la　plantation

de　canne　a　sucre　se　d6veloppait，　d’une　part　dans　la　r6gion　Centre－Est

od　la　plupart　de　la　riziere　iRond6e　avait　appartenu　b　la　propri6t6　com－

mune，　et　d’autre　part　dans　la　r6gion　de　Oost－hoele　od　la　plupart　avait

appartenu　b　la　propri6t6　priv6e．　J’ai　fait　porter　cet　artic｝e　sur　la

residentie　Bezoeki　de　Oost－hoek　afin　de　！a　comparer　avec　la　r6gion

Ceエ1tre－Est，　que　j’ai　autrefois　6tud三6e．

　　Or，　dans　cette　residentie，　de　quelle　fagon　le　terrain　pour　la　plantatlon

6tait－il　acquis，　et　quelle　infittence　en　subissait　la　soei6t6　rurale？　La

conclttsion　est　suivante：　ia　location　de　terre　par　les　entrepreneurs　suc－

riers　acc616rait　la　diff6renciatioR　de　la　paysannerie，　tandis　que，　daBs

la　r6gion　telle　que　Soerabaj’a　oix　la　propri6t6　commune　6tait　pr6domi－

nante，　elle　tendait　h　conserver　1’6galit6　communautaire．

La　soci6t6　frangaise　et　le　clericalisme　a　la

　　　　　deuxieme　moitie　du　XIXe　siecle

par

Yutaka　UEGAKI

　　Le　c16ricalisme－antic16rlcaHsme　est　un　des　princlpaux　conflits　de　13

politique　int6i　ieure　en　France　b　1a　deuxieme　moiti6　du　XIXe　siecle．

Ce　probleme　doit　Stre　etudi6　en　fonction　des　changements　sociaux　que

1’industrialisatlon　entraanait　b　cette　6poque．　R6cemment，　au　JapQn，　on

a　r6v616　que　1’antic16ricalisme　en　FraBce　est　une　id6010gie　de　ia　moder－

nisation　et　de　la　centralisation．

　　Mais，　1’6tude　du　c16rlcalisme　n’est　pas　encore　d6frlche　sauf　une　6tude

par　T．　NISHIKAWA．　Cet　article　vise　h　6xamiBer　la　r6ponse　du　c16rlca一

（298）



iisme　b　la　soc16”Le’　moderne　et　a　1’lndustrialisation，　et　puls　ses　rela－

t呈ons　avec　le　peuple　en　me℃tant　au　po圭nt王e　catholicisme　intransigeaRt

qui　6tait　la　majork6　dans　1’Eglise　et　dont　il　s’agit　de　la　carectere

〈anti－mo－derne＞＞．

　　Le　catholicisme　intrans1geant　est　plut6t　le　catholicisme　populaire，

contre－r6volutionnalre　et　hostile　ti　1’2ndustriallsation　que　le　catholicisme

anti－rnoderne　et　favorable　b　1’Ancien　R6gime．　Ce　mouvement　n’est　pas

une　simple　r6action，　mais　une　r6ponse　active　b　la　soci6t6　industrialls6e，

la　soci6t6　de　masse．

K‘xtayama　Sen　片山潜

by

Tachikawa　Kenji

　　In　this　paper　1　do　not　analyse　Kataya　ma　Sen’s　ideas　and　movements

on　the　basis　of　documentary　records　and　interpretations　but　try　to

grasp　him　by　considering　what　made　him　ciing　to　such　ideas　and　what

drove　him　to　sinch　movements．　tSeeing　him　from　the　viewpoint，　his

experience　in　the　United　States　from　1884　to　96　（from　his　twenty－five

years　of　age　to　thirty－seven）　proves　to　count　so　much　that　it　might

be　said　to　orient　his　future　career．　There　in　the　United　States　he

took　the　colossal　massiveness　and　adittence　which　Euro－American　so－

cieties　seemed　to　him　to　show　off　in　every　respect　for　the　forwardvaess

（senshinsei）先進性and　accepted　it　and　acted　as　if　he　owBed　it，　wh圭le

he　failed　to　put　into　question　or　shelved　the　backwardness後進性，　actual

conditions，　of　Japanese　society．　This，　in　his　case，　led　to　the　passionate

obsession　that，　for　the　sound　and　rational　modemi2ation（leindaika）近代

化of　Japan，　it　was　indispellsable　to　transplant　the　advanced　social　ideas

and　rnovements　of　Euro－American　societies　in　Japan．　Taking　away

odds　and　eRds　from　his　career，　there　always　remains　the　obsession．

And　it　is　the　substance　of　his　ideas　and　movements．

（297）




